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主な内容

　２月27日㈯、第１回山陰浜田港マリン大橋リレーマ
ラソンが浜田港周辺の特設コースで開催され、市内外
から145チーム1,124人が参加しました。
　ランナーたちは、浜田マリン大橋からの眺めを楽し
みながら走り、次の走者にタスキをつなぎました。
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～　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　～
住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田



広報はまだ：平成28年４月号　　　 2

　久保田章市市長は、平成28年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、今後の市政運
営に関する所信の一端を述べ、市民の皆さんの理解と協力を呼び掛けました。
　その内容を抜粋してお知らせします。

　私は、市長就任以来、人口減少とそれに伴う産業経済の縮小を浜田市の最大
の課題として捉え、３つの重点政策に取り組んできました。最近、市民の皆さ
んから「浜田が明るくなってきた」との声をお聞きすることがあり、「元気な
浜田づくり」の取組の成果が少しずつではありますが、現れてきたものと思っ
ています。
　昨年12月には、これからの10年の市政運営の柱となります「第２次浜田市総
合振興計画」を策定しました。そして、浜田市が目指す将来像を「住みたい　
住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田　～豊かな自然、温かい人情、人
の絆を大切にするまち～」としました。この将来像を実現するために、７つの
「まちづくりの大綱」を掲げ、積極的に推進します。
　平成28年度は、この「第２次浜田市総合振興計画」に基づき、10年先を見据
えた「元気な浜田づくり」のための、新たなスタートの年と考え、これまでの
３つの重点政策を、「まちづくりの大綱」の各種施策に包含し、再構築して取
り組みます。施政方針を述べる久保田市長

⑴
水
産
業
の
振
興

　

浜
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
の
振
興
に
、
引
き
続
き
最
優

先
で
取
り
組
み
ま
す
。
水
揚
高

１
０
０
億
円
の
目
標
を
掲
げ
、
５

年
か
ら
６
年
後
に
、
水
揚
高
70
億

円
か
ら
80
億
円
を
目
指
し
、
併
せ

て
、
海
面
、
陸
上
養
殖
な
ど
も
含

め
、
総
合
的
に
水
揚
高
１
０
０
億

円
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
特
に
次
の
点

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
地
元
漁
船
の
存
続

　

こ
れ
ま
で
、
地
元
沖
合
底
曳
網

漁
船
５
ヶ
統
全
船
の
リ
シ
ッ
プ
実

証
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
は
、
ま
き
網
漁
業
２
ヶ
統

に
つ
い
て
、
全
船
存
続
に
向
け
て

関
係
者
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

②
市
場
の
施
設
整
備

　

高
度
衛
生
管
理
型
の
市
場
や
冷

凍
冷
蔵
庫
な
ど
の
施
設
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。平
成
27
年
度
か
ら
、

水
産
庁
が
「
浜
田
漁
港
高
度
衛
生

管
理
型
基
本
計
画
」
の
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、

こ
の
基
本
計
画
を
基
に
詳
細
設
計

に
取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
か
ら

の
事
業
着
手
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
冷
凍
冷
蔵
庫
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
と
連
携

し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

③
販
路
拡
大

　

平
成
27
年
度
は
「
山
陰
浜
田
港

四
季
の
お
魚
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
度
も
、
関
東
、
関
西
、
山

陽
方
面
を
中
心
に
、
四
季
の
お
魚

を
前
面
に
押
し
出
し
、
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

「山陰浜田港」ロゴマーク

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
開
催
し

ま
し
た
「
Ｓ
ｅ
ａ
‐
１
グ
ル
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
継
続
開
催

す
る
と
と
も
に
、
浜
田
水
産
高
校

や
浜
田
商
業
高
校
と
も
連
携
し
て

魚
食
普
及
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

④
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
の
活
用

　

平
成
27
年
度
は
、
養
殖
漁
業
を

中
心
と
し
た
水
産
事
業
可
能
性
調

査
を
行
い
、
そ
の
可
能
性
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度

は
詳
細
な
実
行
可
能
性
を
調
査
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
地
元
漁
業
者
や
仲
買

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
、
島
根
県
な
ど
関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、取
り
組
み
ま
す
。

施政方針平成28年度

住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田
～　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　～

　市民の皆さんに将来にわたって浜田市に「住みたい、住んでよかった」
と思っていただける魅力いっぱいの「元気な浜田」を目指します。

第
２
次
浜
田
市
総
合
振
興

計
画
に
掲
げ
る
７
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

１　

活
力
の
あ
る
産
業
を
育

て
雇
用
を
つ
く
る
ま
ち
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大豆

組合せ作物

キャベツ

あすっこ アスパラガス

⑵
農
林
業
の
振
興

【
農
業
】

　

農
業
振
興
で
は
、
こ
れ
ま
で
儲

か
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
農

家
所
得
５
０
０
万
円
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
浜
田
の
顔
と
な
る
３
つ
の
振
興

作
物
と
組
合
せ
作
物
の
支
援

　

浜
田
の
顔
と
な
る
３
つ
の
振
興

作
物
に「
大
粒
ぶ
ど
う
」、「
赤
梨
」、

「
西
条
柿
」
を
選
定
し
、
実
験
圃

場
の
設
置
や
施
設
の
整
備
を
し
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
は
、
大
粒
ぶ

ど
う
の
栽
培
面
積
の
拡
大
、
赤
梨

の
園
地
継
承
、
西
条
柿
加
工
施
設

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

組
合
せ
作
物
は
、
平
成
27
年
度

は
、「
大
豆
」、「
キ
ャ
ベ
ツ
」、「
あ

す
っ
こ
」、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
を

振
興
作
物
に
選
定
し
、
平
成
28
年

度
は
、
こ
れ
ら
の
組
合
せ
作
物
の

振
興
に
向
け
た
栽
培
技
術
の
調
査

研
究
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

創
設
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
６
年

間
、
集
落
で
取
り
組
む
畦
畔
除
草

省
力
化
や
水
田
活
用
に
よ
る
大
豆

栽
培
な
ど
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
間
の
連

携
が
広
が
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

併
せ
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
対
象

と
し
た
ふ
る
さ
と
農
業
研
修
制
度

や
企
業
参
入
に
よ
る
担
い
手
を
確

保
し
、
農
地
の
保
全
を
推
進
し
ま

す
。

③
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

　

平
成
27
年
度
は
、
弥
栄
町
に
お

い
て
獣
肉
加
工
施
設
の
整
備
を
支

援
し
、
獣
肉
の
利
活
用
の
モ
デ
ル

と
し
て
取
組
を
始
め
、
捕
獲
頭
数

の
増
加
に
努
め
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
は
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
地
、
農
作
物
被
害
の
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の

資
源
化
を
図
り
、
６
次
産
業
化
の

取
組
を
支
援
し
ま
す
。

④
大
規
模
農
業
の
推
進

　

拠
点
農
業
団
地
と
し
て
金
城
町

の
元
谷
団
地
を
取
得
し
、
建
物
な

ど
の
支
障
物
を
撤
去
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
本
格
的
に

農
地
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
林
業
】

①
儲
か
る
林
業
の
実
現

　

石
央
森
林
組
合
を
中
心
に
林
業

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
推
進
に
努
め
、

山
林
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
、

高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
を
支
援

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
、
木

材
の
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
木
材

の
安
定
供
給
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

②
未
利
用
材
の
利
用
拡
大
の
取
組

　

平
成
27
年
度
に
稼
動
し
た
江
津

市
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
に
、
毎
月
２
５
０
ト
ン
の
木
質

チ
ッ
プ
の
供
給
を
始
め
、
ま
た
、

島
根
県
西
部
山
村
振
興
財
団
の
木

材
乾
燥
機
の
導
入
を
支
援
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
は
、
こ
の
乾
燥

機
を
活
用
し
た
建
築
用
乾
燥
材
の

供
給
量
の
増
加
と
、
新
た
な
広
葉

樹
の
商
品
開
発
な
ど
木
材
の
高
付

加
価
値
化
を
支
援
し
ま
す
。
今
後

も
間
伐
材
、
広
葉
樹
な
ど
未
利
用

材
の
利
用
拡
大
と
安
定
供
給
に
向

け
た
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑶
商
工
業
の
振
興

①
経
済
の
地
域
内
循
環
の
推
進

　

こ
の
た
び
制
定
し
た
「
地
域
資

源
活
用
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、

地
元
企
業
の
事
業
機
会
を
確
保
し
、

地
域
に
配
慮
し
た
振
興
策
や
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
国
の
地
域
活

性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
10
月
に

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
共
通
商
品
券
」

と
「『
よ
う
こ
そ
！
浜
田
』
共
通

商
品
券
」
を
発
行
し
、
消
費
の
拡

大
に
努
め
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

は
、
更
に
消
費
の
循
環
を
喚
起
す

る
た
め
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
」
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
」

運
動
は
、
地
元
で
生
産
・
加
工
さ

れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費
し
、
そ

の
お
金
が
生
産
者
に
還
元
さ
れ
、

ま
た
新
た
な
生
産
と
消
費
を
産
む

と
い
う
好
循
環
を
つ
く
る
も
の
で

す
。
小
売
店
な
ど
へ
地
元
産
品
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
を
お
願
い
し
、
積

極
的
な
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑷
浜
田
港
の
利
活
用

①
港
湾
の
整
備

　

平
成
27
年
度
は
、
福
井
４
号
岸

壁
の
増
深
工
事
が
進
め
ら
れ
、
本

年
夏
頃
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大

型
化
に
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
山
陰
自
動
車
道
の

西
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
石
見

三
隅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
、

平
成
29
年
度
は
臨
港
道
路
福
井
４

号
線
が
完
成
予
定
で
す
の
で
、
取

扱
貨
物
量
の
増
加
に
向
け
、
更
な

る
集
荷
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

地元産品コーナー

②
情
報
発
信
と
活
用

　

こ
れ
ま
で
、浜
田
市
の
贈
り
物
、

ご
ち
そ
う
、
特
産
品
を
紹
介
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
は
ま
お
く
」、

「
は
ま
ご
ち
」、「
は
ま
と
く
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
年
１
月
に

は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
や
観
光
・
定

住
情
報
な
ど
を
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
浜
田
ダ
イ
ア

リ
ー
」
を
、
３
月
に
は
、
合
宿
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
す
る
た
め

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
は
、
浜
田
市

や
関
連
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
情
報
の
充
実
や
利
便
性
の
向
上

を
図
り
、
更
な
る
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

　

商
品
開
発
及
び
販
路
拡
大
支
援
、

起
業
支
援
、
商
店
街
活
性
化
に
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

②
集
落
ぐ
る
み
で
の
地
域
農
業
の

推
進
と
集
落
機
能
の
維
持

　

新
た
に
「
農
業
振
興
基
金
」
を

建設中の臨港道路福井4号線

②
浜
田
港
の
長
期
構
想

　

島
根
県
が
昨
年
10
月
に
立
ち
上

げ
た
「
浜
田
港
長
期
構
想
検
討
委

員
会
」
に
参
画
し
、
浜
田
港
の
向

こ
う
30
年
間
を
見
据
え
た
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
、
総
合
的
港
湾
空

間
の
形
成
と
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
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「みなとオアシス浜田」登録記念式典

③
港
の
賑
わ
い
創
出

　

本
年
２
月
、
港
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
」
に
浜
田
港
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
み
な

と
オ
ア
シ
ス
全
国
大
会
や
グ
ル
メ

イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
が
可
能
と
な
り
、

浜
田
港
の
知
名
度
の
向
上
や
交
流

人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
浜
田
港
の
コ

ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
が
減
少
し
ま

し
た
の
で
、
平
成
28
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
観
光
・
交
流
の
推
進

①
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

　

平
成
27
年
度
は
、「
お
宝
観
光

資
源
」
を
活
用
し
た
「
観
光
お
す

す
め
コ
ー
ス
」
10
コ
ー
ス
を
設
定

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
、「
観

光
お
す
す
め
コ
ー
ス
」
の
見
直
し

や
産
業
観
光
な
ど
の
新
た
な
コ
ー

ス
造
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
「
石
見
神
楽
」
の
定
期
公
演
や

「
は
ま
ご
ち
」
な
ど
食
の
魅
力
の

情
報
発
信
も
推
進
し
ま
す
。

②
交
流
人
口
の
拡
大

　

平
成
27
年
度
は
、
８
月
に
広
浜

鉄
道
今
福
線
、
９
月
に
ヨ
シ
タ
ケ

コ
ー
ヒ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
鉄

道
遺
構
や
ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

高
校
総
体
の
体
操
競
技
が
、
10
月

に
日
本
港
湾
振
興
団
体
連
合
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
邑
南
町
と
「
食
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
た
相
互
交
流
を
進

め
、
広
島
方
面
か
ら
の
誘
客
促
進

や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

③
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

　

東
京
路
線
の
２
便
化
は
、
今
後

２
年
間
の
継
続
運
航
が
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
萩
・
石
見

空
港
か
ら
往
復
利
用
す
る
人
に
商

品
券
を
交
付
す
る
な
ど
ア
ウ
ト
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
度
は
、
市
内
か
ら
関
東
方
面

に
進
学
し
て
い
る
学
生
を
対
象
と

し
て
、
羽
田
空
港
か
ら
萩
・
石
見

空
港
の
利
用
も
助
成
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
利
用
促
進
の
支
援
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

⑹
企
業
立
地

　

広
島
市
場
開
拓
室
を
活
用
し
て
、

更
な
る
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

浜
田
市
へ
企
業
立
地
を
検
討
し
て

い
る
企
業
に
対
し
て
、
空
き
工
場

や
空
き
事
務
所
、
廃
校
な
ど
の
市

有
財
産
を
活
用
し
、
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

先
般
、
中
国
電
力
に
よ
る
三
隅

火
力
発
電
所
２
号
機
の
建
設
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
で
、

中
国
電
力
と
十
分
に
連
携
を
図
り

ま
す
。

業
訓
練
促
進
給
付
金
の
支
給
期
間

延
長
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
保
育
施
設
の
整
備

　

保
育
所
の
待
機
児
童
は
、
年
度

当
初
ゼ
ロ
で
す
が
、
年
度
末
に
か

け
て
入
所
待
ち
の
児
童
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
う
み
か
ぜ
保
育
園
の

増
築
整
備
に
よ
り
、
本
年
４
月
に

保
育
所
の
定
員
が
20
人
増
加
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
は

２
つ
の
新
設
保
育
所
に
対
し
て
整

備
支
援
を
行
い
、
定
員
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

　

受
入
れ
児
童
数
が
多
い
３
ク
ラ

ブ
の
施
設
整
備
を
行
い
、
受
入
れ

環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

⑤
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置

　

平
成
28
年
度
に
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上

げ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。子育て支援センター

⑴
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
環
境
づ
く
り

①
不
妊
治
療
な
ど
に
対
す
る
支
援

　

平
成
28
年
度
は
、
不
妊
治
療
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
妊

娠
出
産
を
望
ん
で
も
叶
え
ら
れ
な

い
夫
婦
に
と
っ
て
、
不
妊
治
療
は

非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

現
行
の
一
般
不
妊
治
療
は
、
助

成
の
上
限
を
年
間
４
万
円
か
ら
８

万
円
に
引
き
上
げ
、
特
定
不
妊
治

療
は
、
県
に
よ
る
助
成
に
加
え
１

回
の
治
療
に
つ
き
最
大
７
万
５
千

円
を
助
成
す
る
制
度
を
新
設
し
ま

す
。
妊
娠
し
て
も
流
産
を
繰
り
返

し
て
し
ま
う
「
不
育
症
」
は
、
１

回
の
治
療
に
つ
き
５
万
円
を
上
限

と
す
る
治
療
費
の
助
成
制
度
を
新

設
し
、
妊
娠
出
産
に
関
わ
る
悩
み

や
不
安
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

②
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減

　

平
成
28
年
度
の
保
育
料
は
、
３

歳
未
満
の
第
１
子
、
第
２
子
の
更

な
る
軽
減
を
図
り
ま
す
。
一
定
の

所
得
以
下
の
世
帯
は
、
同
時
入
所

に
か
か
わ
ら
ず
、第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
以
降
は
無
料
と
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
は
、

福
祉
医
療
制
度
に
よ
る
医
療
費
の

軽
減
に
加
え
て
、平
成
28
年
度
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
多
子
加
算
の
増

額
や
就
労
支
援
の
た
め
の
高
等
職

広浜鉄道今福線の見学会

　

２
月
27
日
開
催
の
「
山
陰
浜

田
港
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
、

１
４
５
チ
ー
ム
、
１
、１
０
０
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、
７
月
に
浜
田
市

に
お
い
て
岐
阜
県
美
濃
市
、
埼
玉

県
小
川
町
・
東
秩
父
村
と
と
も
に
、

和
紙
の
活
用
拡
大
に
向
け
た
「
和

紙
サ
ミ
ッ
ト
」
の
第
１
回
目
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
８
月
に

２　

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
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⑵
高
齢
者
福
祉
の
充
実

①
高
齢
者
の
支
援
体
制
の
強
化

　

拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

４
か
所
を
配
置
し
ま
す
。さ
ら
に
、

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化

し
、「
地
域
ケ
ア
会
議
」
の
取
組

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
の
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

②
認
知
症
施
策
の
推
進

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
１
人

の
配
置
や
、
認
知
症
カ
フ
ェ
１
か

所
の
設
置
に
加
え
、
医
療
や
介
護

の
専
門
職
で
構
成
す
る
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
１
チ
ー
ム
の

設
置
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
学
校
教
育
の
充
実

　

国
語
教
育
と
学
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
学
力
調
査
結
果

か
ら
、
市
の
全
体
的
な
レ
ベ
ル
を

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成

27
年
度
は
、
教
育
委
員
会
に
「
学

力
向
上
推
進
室
」
を
設
け
、
国
語

教
育
の
充
実
を
柱
と
し
た
学
力
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
は
、引
き
続
き「
読
書
」と「
書

く
こ
と
」に
力
を
入
れ
、読
書
ノ
ー

ト
の
活
用
と
「
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
」、
全
小
中
学
校
へ
の
学

校
図
書
館
司
書
の
配
置
、
市
独
自

の
「
学
校
図
書
館
活
用
教
育
研
究

指
定
校
」
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
教
育
を
推
進
す
る
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
研
究
指
定
校
」
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
分
か
り
や
す

く
き
め
細
か
な
授
業
を
行
い
ま
す
。

⑵
社
会
教
育
の
推
進

　

浜
田
の
教
育
資
源
で
あ
る
地
域

の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
を
活

用
し
た
「
ふ
る
さ
と
郷
育
」
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
浜
田
市
の
人
物
読
本　

ふ
る
さ

と
の
50
人
」を
作
成
し
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
度
は
、
こ
れ
を
学
校
の

授
業
で
活
用
し
ま
す
。

　

浜
田
の
自
然
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
海
や
山
な
ど
の
自
然
を
活

用
し
た
体
験
授
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

体
験
活
動
や
行
事
へ
の
参
加
を
通

し
て
、「
浜
田
が
好
き
」、「
将
来

は
浜
田
で
働
き
た
い
」、「
市
外
か

ら
も
浜
田
を
応
援
し
た
い
」
と
思

う
子
ど
も
た
ち
を
育
み
ま
す
。

⑴
特
性
を
活
か
し
た
景
観
形
成
の

推
進

　
「
浜
田
市
景
観
計
画
」
の
具
体

的
な
実
現
の
た
め
、
平
成
29
年
４

月
の
施
行
を
目
指
し
、「
景
観
条
例
」

を
つ
く
り
ま
す
。

　

ま
た
、都
市
緑
地
法
に
基
づ
き
、

都
市
公
園
な
ど
の
整
備
方
針
を
定

め
る
「
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
緑
地
の
適
正
な
保
全
や
緑
化

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑵
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

市
内
で
６
か
所
の
大
規
模
太
陽

光
発
電
所
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
民
間
企
業
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
循
環
型
社
会
の
構
築

①
ご
み
の
収
集
頻
度
の
統
一

　

高
齢
化
に
伴
う
ご
み
の
排
出
状

況
の
変
化
や
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
平

成
28
年
度
か
ら
、
ご
み
の
収
集
頻

度
を
統
一
し
ま
す
。

③
介
護
施
設
の
整
備

　

平
成
27
年
４
月
に
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
30
床
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
30
床
、
認
知
症
対

応
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
18
床
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
１
か

所
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
の
供

用
開
始
に
向
け
て
整
備
を
進
め
、

更
な
る
入
所
待
機
者
の
縮
減
を
図

り
ま
す
。

⑶
障
が
い
者
福
祉
と
地
域
福
祉
の

充
実

①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「（
仮
称
）
障
が
い
者
差
別
解
消

条
例
」の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

充
実
に
努
め
、
相
談
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
自
立
し
た
生
活
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
の
確
保
、
自
己
負

担
無
料
の
が
ん
検
診
の
実
施
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
、
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

地域と連携した認知症予防教室

⑶
文
化
・
歴
史
教
育
の
環
境
整
備

　

城
山
公
園
と
（
仮
称
）
浜
田
歴

史
神
楽
資
料
館
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
浜
田
開

府
４
０
０
年
に
向
け
、
平
成
27
年

度
は
、
城
山
公
園
の
整
備
方
針
を

決
定
し
、
平
成
28
年
度
は
、
整
備

事
業
の
着
手
を
目
指
し
ま
す
。（
仮

称
）
浜
田
歴
史
神
楽
資
料
館
は
、

平
成
28
年
度
中
に
整
備
方
針
を
決

定
し
ま
す
。

⑷
市
内
県
立
高
校
の
あ
り
方

　

昨
年
10
月
に
「
高
校
の
あ
り
方

検
討
会
」
に
お
い
て
、
高
校
の
魅

力
化
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
島

根
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

魅
力
化
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、

県
立
の
中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置

の
検
討
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

城山公園

ふるさと再発見事業

３　

夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す

る
人
を
育
む
ま
ち

４　

自
然
環
境
を
守
り
活
か

す
ま
ち



広報はまだ：平成28年４月号　　　 6

⑴
道
路
網
の
整
備

　

浜
田
三
隅
道
路
は
、
平
成
28
年

度
中
に
石
見
三
隅
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
が
開
通
し
ま
す
。
引
き

続
き
、
三
隅
益
田
道
路
と
平
成
29

年
度
完
成
予
定
の
臨
港
道
路
福
井

４
号
線
の
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑴
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

①
治
水
対
策

　

第
二
浜
田
ダ
ム
が
年
内
に
完
成

を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
上
流

側
の
浜
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
三
隅
川
水
系
の

矢
原
川
ダ
ム
は
、
基
本
協
定
の
締

結
に
続
き
、
損
失
補
償
基
準
の
締

結
を
目
指
し
、
島
根
県
と
協
力
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

し
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
防

災
訓
練
を
各
地
域
に
広
げ
、
地
域

全
体
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災

行
動
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
対
応
は
、
引
き

続
き
、
地
域
に
お
け
る
共
助
の
中

核
を
な
す
自
主
防
災
組
織
の
結
成

や
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
よ
る

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
働
き
か

け
ま
す
。

　

昨
年
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

避
難
支
援
等
関
係
者
に
事
前
配
布

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
避
難

所
の
指
定
数
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

③
住
民
へ
の
情
報
周
知
手
段
の
確

保
・
充
実

　

浜
田
自
治
区
内
の
防
災
行
政
無

線
屋
外
拡
声
子
局
を
増
設
す
る
と

と
も
に
、
ア
イ
ピ
ー
無
線
機
を
用

い
た
移
動
系
の
非
常
通
信
設
備
を

増
設
し
ま
す
。

⑵
地
域
防
犯
力
の
強
化
・
交
通
安

全
対
策
の
推
進

①
地
域
防
犯
力
の
強
化

　

島
根
県
立
大
学
生
の
悲
惨
な
事

件
発
生
か
ら
６
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
犯
人
逮
捕
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
二
度
と
こ

の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、
官
民
が

連
携
し
て
「
声
か
け
・
明
る
い
あ

　

全
自
治
区
に
お
い
て
、ペ
ッ
ト
・

プ
ラ
ご
み
の
収
集
頻
度
を
週
１
回

に
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
頻
度

を
週
２
回
に
統
一
し
ま
す
。

②
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
処
理

　

埋
め
立
て
処
分
場
の
延
命
化
や

ご
み
分
別
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、

地
元
波
子
地
区
住
民
の
合
意
を
得

た
上
で
焼
却
試
験
を
行
い
、
本
格

実
施
を
検
討
し
ま
す
。

⑷
火
葬
場
整
備
計
画
の
見
直
し

　

平
成
25
年
２
月
に
策
定
し
た「
浜

田
市
火
葬
場
整
備
計
画
」
に
お
い

て
、
浜
田
自
治
区
の
浜
田
市
火
葬

場
は
平
成
30
年
３
月
に
廃
止
し
、

三
隅
火
葬
場
に
集
約
、
１
炉
増
設

し
た
上
で
平
成
30
年
４
月
か
ら
供

用
開
始
す
る
予
定
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
隅
火
葬
場
の
規
模
で

は
床
面
積
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、

施
設
整
備
に
当
初
の
整
備
予
定
を

上
回
る
事
業
費
が
必
要
と
な
る
こ

と
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
浜
田

市
火
葬
場
の
大
規
模
改
修
を
行
う

方
法
に
つ
い
て
、
事
業
費
、
利
便

性
な
ど
を
総
合
的
に
比
較
検
討
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
浜
田
市
火
葬
場
を

大
規
模
改
修
し
、
当
面
の
間
、
存

続
す
る
方
が
良
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
関
係
者
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
平
成
28
年
度
中
に
結
論
を

示
し
ま
す
。

⑵
公
共
交
通
の
充
実

　

本
年
１
月
に
「
地
域
公
共
交
通

再
編
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
各
地
域
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
交
通
体

系
を
構
築
し
ま
す
。
平
成
28
年
度

は
、
敬
老
乗
車
券
交
付
事
業
の
対

象
エ
リ
ア
を
全
市
に
拡
大
し
て
実

施
し
、
高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

新
た
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の

検
討
や
路
線
バ
ス
の
見
直
し
を
順

次
実
施
し
ま
す
。

浜田三隅道路・浜田港インター付近

　

Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃
止
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
、
沿
線
自
治
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

⑶
浜
田
駅
周
辺
環
境
整
備

①
君
市
踏
切
改
良
事
業

　

昨
年
か
ら
測
量
設
計
に
着
手
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

②
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
利
用

　

島
根
県
と
県
営
住
宅
建
設
の
協

議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
事

業
者
の
活
力
や
ア
イ
デ
ア
を
募
り

な
が
ら
商
業
系
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

⑷
市
道
改
良

　

継
続
箇
所
の
早
期
整
備
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、「
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
老
朽
化

し
た
橋
梁
の
補
修
を
進
め
ま
す
。

⑸
上
下
水
道
整
備

①
簡
易
水
道
事
業
の
上
水
道
事
業

へ
の
統
合
に
伴
う
水
道
料
金
の

改
定

　

両
事
業
の
統
合
は
、
市
民
生
活

や
事
業
活
動
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

国
に
対
し
財
政
支
援
措
置
な
ど
の

要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年

１
月
に
、
国
か
ら
高
料
金
対
策
な

ど
に
地
方
財
政
措
置
を
行
う
方
針

と
、
統
合
期
限
を
平
成
28
年
度
末

か
ら
３
年
間
の
延
長
を
す
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
動

向
を
見
な
が
ら
新
料
金
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

②
下
水
道
事
業
の
推
進

　

市
街
地
で
の
低
コ
ス
ト
型
の
下

水
道
整
備
に
向
け
、
国
や
島
根
県

と
調
整
を
進
め
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
、
整
備
区
域
を
決
定
後
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、
早
期
着
手

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

第二浜田ダム

②
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の
高
揚

と
防
災
行
動
力
の
向
上

　

平
成
28
年
度
は
、
６
月
に
旭
運

動
公
園
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

５　

生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

６　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
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⑴
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
や
市
民

の
役
割
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

共
通
の
理
解
と
協
働
に
よ
り
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
制

度
」
を
見
直
し
、平
成
28
年
度
は
、

地
域
の
活
動
力
に
応
じ
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
の
設
立
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
公
民
館
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
次
代
を
担
う
地
域
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

⑵
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
支
援

①
移
住
者
の
増
加
に
向
け
た
取
組

　

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る「
シ

ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
介
護
人
材
育

成
事
業
」
や
「
農
業
研
修
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
を
、
平
成

28
年
度
も
継
続
実
施
し
、
移
住
者

の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。
シ
ン

グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
へ
の
移
住
支
援

は
、
介
護
職
以
外
の
人
材
が
不
足

し
て
い
る
職
種
へ
の
拡
充
も
検
討

し
ま
す
。

②
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
相
談
員
を
増

員
し
、
空
き
家
の
家
財
撤
去
や
改

修
の
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
結
婚
活
動
の
支
援

　

本
年
１
月
に
、
浜
田
市
に
開
所

さ
れ
た
「
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
や
婚
活
支
援
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
男
女
の
出
会

い
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

い
さ
つ
運
動
」
や
「
見
守
り
活
動
」

「
防
犯
出
前
講
座
」
な
ど
の
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

見守り隊による見守り活動

②
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
対

策
に
重
点
を
置
い
た
取
組
を
警
察

署
や
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
て

推
進
し
ま
す
。

③
米
軍
機
騒
音
問
題

　

島
根
県
や
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
の
構
成
市
町
と
と
も
に
、

外
務
省
、
防
衛
省
な
ど
に
低
空
飛

行
訓
練
中
止
な
ど
の
要
望
活
動
を

行
い
ま
す
。

⑶
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

①
消
防
体
制
の
充
実

　

平
成
27
年
度
は
、
東
部
消
防
署

と
西
部
消
防
署
を
新
設
し
て
管
内

消
防
力
の
均
衡
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
定
数
を
見
直
し
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
は
、
１
支
所
の
防
災
自

治
課
に
消
防
職
員
を
配
置
し
、
消

防
本
部
と
支
所
、
消
防
団
の
連
携

と
防
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
平
成
29
年
度
中
に
は
、
ほ

か
の
３
支
所
に
も
消
防
職
員
を
配

置
し
ま
す
。

②
救
急
体
制
の
充
実

　

出
動
要
請
は
、
高
止
ま
り
の
傾

向
に
あ
り
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
深
め
、
円
滑
な
救
急
搬
送

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
救
急
救

命
処
置
の
拡
大
な
ど
の
救
急
業
務

の
高
度
化
を
進
め
、
現
場
や
病
院

搬
送
中
に
質
の
高
い
救
護
を
行
い
、

救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
中
山
間
地
な
ど
に

お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
有
効
活

用
、
市
民
と
連
携
し
た
「
ま
ち
か

ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
認
定
制

度
や
応
急
手
当
の
普
及
に
取
り
組

み
ま
す
。

浜田探索ツアー

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
浜
田
市
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」

を
開
催
し
、
人
権
意
識
の
一
層
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
制
度
は
、

昨
年
、
現
行
の
制
度
を
平
成
32
年

３
月
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
各
自
治
区
で
「
地

域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
ま
す
。

⑴
金
城
自
治
区

①
農
業
振
興

　

大
規
模
農
業
団
地
を
中
心
に
、

浜
田
市
の
振
興
作
物
で
あ
る
ピ
オ

ー
ネ
や
葉
物
野
菜
な
ど
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進
や
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。
意
欲
あ
る
担

い
手
を
中
心
に
農
地
の
集
約
化
や

保
全
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
や

６
次
産
業
化
に
つ
な
が
る
農
産
品

の
増
産
に
向
け
機
械
や
設
備
の
整

備
補
助
を
行
い
ま
す
。

②
観
光
振
興

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
美
又

温
泉
街
の
石
畳
舗
装
や
足
湯
の
整

備
に
続
き
、
平
成
28
年
度
は
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
た
景
観
対
策
や

誘
客
促
進
に
向
け
た
お
も
て
な
し

の
取
組
を
支
援
し
、
美
又
温
泉
の

魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

⑶
大
学
等
高
等
教
育
機
関
と
連
携

し
た
地
域
づ
く
り

　

市
内
の
島
根
県
立
大
学
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根

な
ど
、
重
要
な
高
等
教
育
機
関
と

連
携
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。市
役
所
の
窓
口
を
一
元
化
し
、

公
立
高
等
学
校
と
の
関
係
を
密
に

す
る
な
ど
、
学
生
の
確
保
に
向
け

た
積
極
的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

学
生
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
が

進
み
、
卒
業
後
の
定
住
に
つ
な
が

る
よ
う
新
入
生
の
「
浜
田
探
索
ツ

ア
ー
」
を
継
続
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
生
生

活
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　
「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
基
本
計
画
」
と
「
浜
田
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の
意
識

を
持
っ
て
行
動
で
き
る
社
会
と
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
能
力
を

結婚活動支援

７　

協
働
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り
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に
努
め
、「
弥
栄
自
治
区
有
機
農

業
推
進
協
議
会
」
を
中
心
と
し
た

地
産
地
消
へ
の
取
組
を
積
極
的
に

行
い
、
儲
か
る
農
業
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

て
暮
ら
せ
る
む
ら
」
の
実
現
に
向

け
、
行
政
と
自
治
会
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
組
織
に
よ
る
協
働

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑷
三
隅
自
治
区

①
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

石
州
半
紙
は
、「
和
紙
：
日
本
の

手
漉
和
紙
技
術
」
と
し
て
、
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
再
登
録
さ

れ
、
昨
年
、
認
定
書
伝
達
式
に
あ

わ
せ
、
東
京
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
28
年

７
月
、
第
１
回
目
の
和
紙
サ
ミ
ッ

ト
を
浜
田
市
で
開
催
し
、
和
紙
の

魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

石
州
半
紙
の
後
継
者
の
育
成
や

販
路
開
拓
と
拡
大
に
向
け
、
平
成

28
年
度
か
ら
、
和
紙
の
郷
「
石
州

和
紙
会
館
」
を
直
営
と
し
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
石
州
和
紙
の
新

た
な
商
品
を
開
発
し
、
地
場
産
業

の
発
展
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

石
州
半
紙
の
原
材
料
の
確
保
の
た 石州和紙紙漉き体験

⑶
弥
栄
自
治
区

①
農
業
生
産
と
加
工

　
「
弥
栄
自
治
区
集
落
営
農
組
織

連
携
協
議
会
」
に
よ
り
、「
弥
栄

米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
促
進 木田暮らしの学校

農林水産省「ディスカバー農山漁村の宝」優良
事例に選定された美又湯気の里づくり委員会

る
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
山

陽
方
面
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
あ
さ
ひ
荘
と
旭
温
泉

施
設
と
の
連
携
を
図
り
、
誘
客
促

進
に
努
め
ま
す
。

③
閉
校
し
た
学
校
の
有
効
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化

　

平
成
27
年
度
、
旧
木
田
小
学
校

の
木
造
校
舎
を
活
用
し
て
、
地
域

交
流
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

拠
点
施
設「
木
田
暮
ら
し
の
学
校
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

は
、
こ
れ
を
活
用
し
、
都
市
農
村

交
流
や
農
業
振
興
に
結
び
つ
け
る

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ほ
か
の
廃

校
舎
も
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ

く
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

「弥栄米」のブランド化

③
ま
ち
づ
く
り
施
策

　

自
治
区
内
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
を
中
心
に
自
主
防

災
活
動
や
６
次
産
業
化
に
向
け
た

取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

広
島
な
ど
県
外
の
人
と
の
交
流

促
進
や
、
県
立
大
学
生
と
の
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

地
域
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑵
旭
自
治
区

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

　

平
成
27
年
度
は
、
４
地
区
19
集

落
で
耐
久
性
畦
畔
や
農
道
舗
装
な

ど
農
地
の
質
を
高
め
る
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

は
、
こ
の
農
地
を
活
用
し
、
新
た

な
作
物
導
入
や
儲
か
る
農
業
に
取

り
組
み
、農
地
保
全
に
努
め
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　

年
間
10
万
人
以
上
が
訪
れ
る
石

積
み
棚
田
や
温
泉
、
ス
キ
ー
場
を

活
用
し
、
平
成
28
年
度
は
、
更
な

　

農
産
物
の
加
工
は
、「
ど
ぶ
ろ

く
」、「
味
噌
」、「
漬
物
類
」
に
加

え
、
弥
栄
獣
肉
処
理
加
工
施
設
を

拠
点
と
し
た
猪
肉
加
工
品
の
販
売

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。併
せ
て
、

「
お
い
し
い
む
ら
弥
栄
ご
飯
と
も

の
会
」
を
中
心
に
、
加
工
技
術
の

共
有
・
継
承
を
推
進
し
ま
す
。

②
体
験
交
流

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農

業
体
験
や
、「
笠
松
市
民
の
森
」

の
豊
か
な
自
然
と
「
ふ
る
さ
と
体

験
村
」
を
活
用
し
た
四
季
を
通
じ

た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、交
流
・

宿
泊
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く

り
の
推
進

　

生
活
面
や
防
災
面
に
配
慮
し
た

定
住
施
策
を
推
進
し
、「
安
心
し

め
、
引
き
続
き
、
地
元
産
「
楮
」

の
生
産
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

浜
田
の
顔
と
な
る
振
興
作
物
に

選
定
し
た
「
西
条
柿
」
に
つ
い
て
、

生
産
者
の
連
携
を
進
め
、
新
た
な

加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
自
ら
、
地
域
の
課
題
解
決

や
地
域
づ
く
り
の
取
組
を
行
え
る

よ
う
住
民
自
治
組
織
の
育
成
を
一

層
進
め
ま
す
。
関
係
団
体
が
連
携

し
た
合
同
防
災
訓
練
を
通
し
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
、
住
民
自
治

組
織
と
の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

②
三
隅
発
電
所
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り

　

中
国
電
力
に
よ
る
三
隅
発
電
所

２
号
機
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
号
機
建
設
中
は
、
関
係
企
業
の

常
駐
や
作
業
員
の
長
期
滞
在
が
、

運
転
開
始
後
は
、
定
期
点
検
が
継

続
実
施
さ
れ
、
多
く
の
作
業
員
の

滞
在
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、

地
域
や
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
作

業
員
の
住
居
対
策
に
取
り
組
み
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。中国電力三隅発電所
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⑴
行
財
政
改
革

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
33
年
度

ま
で
を
期
間
と
す
る
、
新
た
な
行

財
政
改
革
大
綱
と
行
財
政
改
革
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、今
後
40
年
間
を
見
据
え
た「
公

共
施
設
再
配
置
方
針
」
と
「
第
１

期
公
共
施
設
再
配
置
実
施
計
画
」

を
策
定
し
、「
定
員
適
正
化
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
、
平
成
27

年
度
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
が
好
調

で
し
た
。「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
は
、

将
来
に
わ
た
る
自
主
財
源
の
確
保

に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
国

の
動
向
を
見
つ
つ
、
平
成
28
年
度

も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め

に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
運
営

の
構
築
に
向
け
、
こ
れ
ら
の
計
画

を
確
実
に
推
進
し
ま
す
。

⑵
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
財
政

運
営

①
平
成
28
年
度
当
初
予
算

　

新
年
度
予
算
は
、「
住
み
た
い

住
ん
で
よ
か
っ
た　

魅
力
い
っ
ぱ

い　

元
気
な
浜
田
」
の
着
実
な
実

行
を
目
指
し
、
人
口
減
少
対
策
を

織
り
込
み
つ
つ
、
メ
リ
ハ
リ
の
効

い
た
事
業
予
算
と
し
ま
し
た
。
保

育
所
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

新
設
支
援
な
ど
福
祉
の
充
実
を
図

　

平
成
28
年
度
、
浜
田
市
は
、
新

た
な
10
年
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。新
た
に
策
定
し
た「
第

２
次
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
」
の

下
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
知
恵
を
出
し
、
よ
り
良

い
政
策
を
立
案
し
、
行
財
政
課
題

の
解
決
に
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

浜
田
市
が
島
根
県
西
部
の
中
核

都
市
と
し
て
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
、
元
気
な
浜
田
づ
く

り
に
向
け
、
強
い
決
意
を
持
っ
て

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
に
よ
る
施
政
方
針
の
表

明
に
引
き
続
き
、
石
本
一
夫
教

育
長
が
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

教育方針を述べる石本教育長

　

平
成
27
年
度
は
、
平
成
22
年
度

に
策
定
し
た
浜
田
市
教
育
振
興
計

画
「
は
ま
だ
っ
子
プ
ラ
ン
」
の
最

終
年
度
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
以

降
の
新
教
育
振
興
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
第
２
次
浜
田
市

総
合
振
興
計
画
及
び
浜
田
市
教
育

大
綱
の
実
現
を
よ
り
具
体
化
す
る

た
め
の
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

　

教
育
に
関
す
る
基
本
理
念
を
市

長
と
共
有
し
、
そ
の
理
念
に
基
づ

き
教
育
委
員
会
が
教
育
行
政
を
推

進
す
る
と
い
う
役
割
の
下
、
教
育

の
充
実
に
関
す
る
３
つ
の
取
組「
国

語
教
育
と
学
力
向
上
」、「
ふ
る
さ

と
郷
育
」、「
文
化
・
歴
史
教
育
の

環
境
整
備
」
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
学
校
教
育
」、

「
社
会
教
育
」、「
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」、「
図
書
館
」、「
青
少
年
の
健

全
育
成
」、「
芸
術
文
化
の
振
興
」、

「
文
化
財
」
の
７
つ
の
項
目
を
推

進
し
ま
す
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
人
権
尊

重
の
精
神
を
全
て
の
教
育
の
基
底

に
据
え
て
取
り
組
み
ま
す
。
大
人

や
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人

格
や
個
性
の
違
い
を
お
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
自
分
を
大
切
に
し
、

他
人
を
大
切
に
す
る
教
育
を
進
め

ま
す
。
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
や
団
体
な
ど
と
の
連
携
を

深
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
人
権
・
同

和
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
必
要
な
「
自

ら
学
び
、
考
え
、
主
体
的
に
判
断

し
行
動
す
る
力
」
な
ど
の
「
生
き

る
力
」
を
育
成
し
ま
す
。
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の

推
進
に
向
け
、「
生
き
る
力
の
育

る
と
と
も
に
、
高
度
衛
生
管
理
型

荷
捌
所
や
浜
田
城
周
辺
整
備
な
ど

新
た
な
投
資
事
業
に
も
取
り
組
む

一
方
、
国
府
小
学
校
や
旭
小
学
校

の
新
築
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に

加
え
、
全
体
的
に
事
業
効
果
な
ど

を
考
え
て
、抑
え
る
も
の
は
抑
え
、

予
算
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

額
は
３
７
８
億
７
、１
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

16
億
４
、５
２
０
万
円
、
率
に
し

て
４
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

②
財
政
運
営

　

国
が
地
方
創
生
を
強
力
に
後
押

し
す
る
中
、
こ
こ
数
年
は
浜
田
を

元
気
に
す
る
た
め
に
必
要
な
投
資

を
行
う
一
方
、
新
た
な
行
財
政
改

革
実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、

健
全
な
市
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

成
」、「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
教
育
の
推
進
」、「
食
育
と
体
づ

く
り
の
推
進
」
の
３
つ
の
柱
を
基

本
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
生
き
る
力
の
育
成

　

ふ
る
さ
と
の
教
育
資
源
を
活
用

し
、
学
ぶ
こ
と
と
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
た
教
育
を
行
い
、

地
域
住
民
、
企
業
と
協
力
し
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
人
材
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

　

生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
、

基
礎
的
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。学
力
の
向
上
は
、

国
や
県
の
学
力
調
査
結
果
か
ら
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
４

月
の
全
国
調
査
、
12
月
の
県
調
査

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、
確
実
な
指
導
改
善
に

努
め
ま
す
。

小学校の授業の様子

健
全
な
市
政
運
営
に
向
け

た
取
組
の
推
進

平
成
28
年
度
の
市
政
運
営

平
成
28
年
度

　教
育
方
針

１　

学
校
教
育
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①
国
語
力
の
向
上

　

子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
向
上
に
努
め
、
自

ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
解
決

す
る
力
を
育
む
た
め
、
言
語
活
動

の
充
実
や
そ
の
基
盤
と
な
る
国
語

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

読
書
ノ
ー
ト
を
児
童
生
徒
全
員

に
配
付
す
る
ほ
か
、
３
年
目
と
な

る
「
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
市
独
自
の
学
校
図
書
館
活
用
教

育
研
究
指
定
校
な
ど
の
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
家
庭
学
習
の
定
着
と
適
切
な
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り

　

小
中
一
貫
教
育
の
視
点
を
重
視

し
、
同
じ
中
学
校
区
内
で
一
貫
し

た
取
組
を
進
め
ま
す
。
島
根
県
立

大
学
の
協
力
の
も
と
、
小
中
学
生

へ
の
学
習
支
援
や
土
曜
学
習
に
取

り
組
み
、
学
習
意
欲
の
向
上
と
学

習
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

○
教
員
の
授
業
力
向
上

　

先
進
的
な
取
組
を
し
て
い
る
地

域
へ
の
教
員
派
遣
研
修
や
公
開
授

業
、
講
師
を
招
い
て
の
授
業
研
修

会
な
ど
の
研
修
機
会
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
島
根
県
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
、
教
職
員
の
資
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

研
究
指
定
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
教
育
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
分

か
り
や
す
い
授
業
の
あ
り
方
を
研

究
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
独
自
性
を
活
か

し
た
特
色
あ
る
学
校
経
営
を
支
援

す
る
た
め
、
新
た
に
学
校
裁
量
予

算
枠
を
創
設
し
ま
す
。

⑵
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教

育
の
推
進

　

い
じ
め
の
問
題
行
動
や
不
登
校

な
ど
へ
の
対
応
、
特
別
支
援
教
育

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
い
じ
め
問
題

　

い
じ
め
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
を

徹
底
し
て
守
り
、
い
じ
め
て
い
た

子
ど
も
た
ち
の
問
題
を
含
め
、
い

じ
め
問
題
の
根
絶
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
す
。
昨
年
策
定
し

た
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

の
っ
と
り
、
学
校
・
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

い
じ
め
な
ど
の
問
題
行
動
や
不

登
校
は
、生
徒
指
導
主
事
に
加
え
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
訪

問
指
導
員
を
配
置
し
、
学
校
を
支

援
し
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育

　

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
に
、
早
期
の
教
育
相
談

や
相
談
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
学
校

訪
問
を
行
う
と
と
も
に
、
各
学
校

に
学
校
支
援
員
を
配
置
し
、
県
の

「
に
こ
に
こ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
も

活
用
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
に
支

援
し
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く

り
　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
、

関
係
機
関
の
協
力
に
よ
る
危
険
箇

所
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
子
ど
も
見

守
り
隊
な
ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
た
安
全
指
導
・
見
守

親子給食会

り
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
は
ま
だ
子
ど
も
安
全
セ
ン

タ
ー
」
を
活
用
し
た
防
犯
教
室
、

不
審
者
対
応
訓
練
な
ど
、
学
校
内

で
の
安
全
対
策
の
指
導
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
に
応
じ
た
メ
デ
ィ
ア

対
応
の
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、

家
庭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
を
含
め
た

社
会
全
体
で
協
力
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

⑶
食
育
と
体
づ
く
り
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
心
身
の

育
成
に
向
け
、
学
校
給
食
を
通
じ

た
食
育
の
推
進
、
生
活
習
慣
の
確

立
に
向
け
た
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
運
動
に
親

し
み
、
体
力
や
運
動
能
力
の
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

旭小学校新校舎

⑷
そ
の
ほ
か
の
取
組

①
学
校
統
合

　

旭
自
治
区
の
統
合
校
の
旭
小
学

校
が
本
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

読書ノート

　

全
小
中
学
校
に
学
校
図
書
館
司

書
な
ど
を
引
き
続
き
配
置
す
る
と

と
も
に
、
学
校
の
司
書
教
諭
と
の

連
携
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

専
任
の
指
導
主
事
を
配
置
し
、
子

ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
、
調
べ
る

活
動
が
広
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

②
学
力
向
上
に
向
け
た
３
つ
の
取

組
　
「
家
庭
学
習
の
定
着
」・「
適
切
な

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
」・「
教
員

の
授
業
力
向
上
」
の
３
項
目
に
ポ

イ
ン
ト
を
置
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
学
校
で

不
安
な
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、学
校
や
保
護
者
、地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
見
守
り
ま
す
。

　

現
行
の
学
校
統
合
計
画
は
平
成

27
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
複
式

学
級
の
解
消
、
今
後
の
児
童
生
徒

の
減
少
、
中
学
校
の
部
活
動
の
あ

り
方
、
校
区
の
見
直
し
な
ど
の
諸

課
題
に
対
応
す
る
次
期
学
校
統
合

計
画
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

②
学
校
給
食
施
設
の
統
合

　

厨
房
機
器
の
更
新
を
踏
ま
え
、

統
合
に
係
る
諸
課
題
を
解
決
し
、

安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る

た
め
に
、
必
要
な
仕
組
み
や
基
盤

を
整
え
ま
す
。

③
幼
稚
園
教
育

　

公
立
幼
稚
園
に
お
け
る
園
児
数

の
減
少
へ
の
対
応
及
び
幼
児
教
育

の
充
実
と
行
政
の
効
率
化
の
観
点

か
ら
、
原
井
幼
稚
園
と
石
見
幼
稚

園
を
統
合
し
た
新
た
な
統
合
幼
稚

園
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

スーパーティーチャーによる授業力向上研修会
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社
会
教
育
は
、「
ふ
る
さ
と
郷

育
の
推
進
」、「
家
庭
教
育
支
援
の

充
実
」、「
公
民
館
に
お
け
る
人
材

育
成
と
拠
点
整
備
」
の
３
つ
の
柱

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
ふ
る
さ
と
郷
育
の
推
進

　

平
成
27
年
度
に
作
成
し
た
「
浜

田
市
の
人
物
読
本　

ふ
る
さ
と
の

50
人
」
を
授
業
で
活
用
し
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
を

活
用
し
た
屋
外
で
の
活
動
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育

の
中
で
、
園
児
・
児
童
が
海
・
川

や
山
な
ど
の
自
然
を
活
用
し
た
体

験
活
動
の
充
実
を
図
る
新
た
な
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

⑵
家
庭
教
育
支
援
の
充
実

　

乳
幼
児
時
期
か
ら
中
学
校
時
期

ま
で
の
間
に
、「
親
と
し
て
の
役
割
」

や
「
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
」

を
保
護
者
が
学
べ
る
機
会
を
設
け

る
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

⑶
公
民
館
に
お
け
る
人
材
育
成
と

拠
点
整
備

　

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
地

域
住
民
に
よ
る
特
色
あ
る
取
組
を

支
援
し
、
主
体
的
に
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
め
る
地
域
人
材
の

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
学
校
支
援
活
動
、

土
曜
日
の
教
育
活
動
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
、
家
庭
教
育
支
援
活
動

や
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
な

ど
の
場
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
住

民
の
参
画
を
促
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
６
月
に
中
国

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会

が
、
８
月
に
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
体
操
競
技
が
浜
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
大
会
に

な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
文
化
の

創
造
に
寄
与
す
る
た
め
、
市
民
の

参
加
と
協
働
を
得
て
、
中
央
図
書

館
と
各
分
館
と
の
連
携
を
図
り
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
利
用

　

青
少
年
健
全
育
成
団
体
や
地
域

の
子
ど
も
会
な
ど
、
市
民
が
主
体

的
に
行
う
社
会
体
験
活
動
を
支
援

し
、
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登

校
な
ど
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営

む
上
で
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
子

ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
成
長
し
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
相
談
窓
口
と
し
て
「
浜

田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協

議
会
」
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関

と
の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
・
若

者
の
育
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑴
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

引
き
続
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
普
及
・
推
進
を
図

り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
へ

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
及
び
今
後

の
利
活
用
方
針

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
も
多
い
こ
と
か

ら
、類
似
施
設
の
統
廃
合
を
含
め
、

大
規
模
な
施
設
改
修
・
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
で
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

浜田市合併10周年記念ウォーキング大会

　

多
種
多
様
な
文
化
・
芸
術
活
動

な
ど
を
行
う
市
民
の
皆
さ
ん
や
各

種
団
体
の
活
動
を
応
援
す
る
と
と

も
に
、
連
携
を
図
り
、
振
興
・
発

展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

石
正
美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
を
、
芸

術
文
化
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

　

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継

承
と
情
報
の
収
集
、
発
信
に
努
め

ま
す
。

　

平
成
31
年
に
迎
え
る
浜
田
開
府

４
０
０
年
に
向
け
て
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
浜
田
の
歴
史
に
係

る
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

浜
田
城
な
ど
の
「
文
化
・
歴
史
教

育
環
境
整
備
」
を
検
討
し
ま
す
。

土曜学習支援・マナビィはまだ

で
き
る
市
民
の
図
書
館
を
目
指
し

ま
す
。

　

未
来
の
浜
田
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
、
豊
か
な
感
性
や
想
像
力
を

育
み
、
読
書
活
動
の
更
な
る
推
進

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
中
に

「
第
２
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

浜田開府400年記念プレ講演・座談会

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
石

州
半
紙
は
、
引
き
続
き
技
術
の
保

持
及
び
後
継
者
育
成
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
産
業
や
観
光
部
署
と

連
携
し
て
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

浜田市の人物読本
ふるさとの50人

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

※　

今
回
、
お
知
ら
せ
し
た
施
政
方

針
及
び
教
育
方
針
は
、
内
容
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

２　

社
会
教
育

３　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

４　

図
書
館

５　

青
少
年
の
健
全
育
成

６　

芸
術
文
化
の
振
興

７　

文
化
財
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　２月27日㈯、第１回山陰浜田港マリン大橋リ
レーマラソンが浜田漁港周辺の特設コースで開
催されました。この大会は、山陰浜田港を広く
発信し、地域の活性化につなげようと山陰浜田
港マリン大橋リレーマラソン実行委員会が開催
したものです。
　当日は、企業対抗やファミリー・仮装など８
つの部門に145チーム1,124人が参加し、しまね
お魚センター前を発着点に浜田マリン大橋を
渡って折り返す約4.2㎞のコースを10往復、合
計42.195㎞を５人～10人のチームでタスキをつ
なぎました。ランナーたちは、コース途中の勾
配のきつい浜田マリン大橋では苦しそうな表情
を見せていましたが、次の走者にタスキをつな
ぐと完走した達成感に笑顔が見られました。
　会場には、浜田の魚を使ったつみれ汁やぼべ
飯などを提供する「おもてなしテント」も設け
られ、大会を盛り上げていました。
問い合わせ先　本庁観光交流課交流企画係

（☎�９５３１）

浜田マリン大橋の勾配は、上りも下りも大変

仲間にタスキを託す

最後はみんなでゴール

総合部門で優勝した浜田陸協チーム

大会結果【総合部門】
優　勝　浜田陸協（浜田市）
準優勝　旭ジョガーズ（浜田市）
第３位　浜田県土クラブ（浜田市）

第１回山陰浜田港
マリン大橋リレーマラソンが開催されました
浜田市合併10周年記念
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　２月27日㈯、浜田港一帯が国土交通省が登録する「み
なとオアシス」に認定され、しまねお魚センターで記
念式典が開催されました。「みなとオアシス」とは、
港の施設やスペースを活用した住民参加型の継続的な
地域振興の取組が行われる地域交流拠点として登録さ
れるもので、浜田港は全国で87か所目、県内では初め
ての本登録となります。
　式典では、中国地方整備局の丸山隆英局長から久保
田章市浜田市長に登録証が交付されました。今後は、
浜田港一帯を「みなとオアシス浜田」の名称でＰＲし
ていくほか、Sea級グルメ全国大会への出品や誘致な
ど、港を活用した地域活性化に取り組んでいきます。
問い合わせ先　浜田港振興会（☎�７７３３）「みなとオアシス浜田」登録証の交付

　平成28年度、新たに開校する旭小学校の校舎が完成しました。
　新しい学校の校舎棟は、鉄筋コンクリート造２階建て、床面積3,735
㎡で、屋根は石州赤瓦葺き、地元産の木材を壁や天井に使用し、木の
温かみを感じられる内装となっています。屋内運動場は、鉄骨造１階
建て、床面積896㎡で、床には衝撃吸収性に優れたスポーツ用弾性シー
トを使用して安全性に配慮しています。校庭は、面積8,910㎡で、旧
今市小学校で学校行事として受け継がれてきた相撲大会が継承されて
いくように、相撲場も設置しました。
　３月５日㈯には、地元の皆さんを招いて竣工式及び内覧会を行いま
した。式の後には今市神楽社中が石見神楽「恵比須」を披露し、皆さ
んで竣工を祝いました。
問い合わせ先　本庁教育総務課施設給食係（☎�９７０１）　

竣工式であいさつをする今市小学校の
６年生　岩地春陽さん（左）

５年生　官澤明日香さん（右）

伝統の学校行事を継承する相撲場地元産の木材を使用した廊下の天井 スポーツ用弾性シートを使用した屋内運動場

浜田港一帯が「みなとオアシス」
に登録されました

新しい旭小学校が完成しました
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犬の登録と狂犬病予防注射日程表
【弥　栄】

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

12
日
㈫

畑集会所前 9:05～　9:10

12
日
㈫

十国トンネル前 10:55～11:00

12
日
㈫

大坪センター跡地 13:40～13:45
山賀集会所前 9:20～　9:25 六歩谷集会所前　 11:05～11:10 老人福祉センター前 13:50～14:00
小坂集会所前 9:35～　9:45 野坂　前山章男様宅前 11:20～11:25 稲代集会所前 14:05～14:15
西河内集会所前 9:50～10:00 大斉集会所前 11:30～11:35 小熊集会所前 14:35～14:40
西河内　山㟢昭三様宅前 10:05～10:10 西の郷ライスセンター前 11:40～11:50 熊の山　斎藤繁美様宅前 15:00～15:05
日高集会所前 10:15～10:20 仲三集会所前 11:55～12:00 下田野原集会所前 15:15～15:45
門田　岩㟢繁様宅前 10:35～10:40 横谷集会所 13:10～13:15 上田野原集会所前 15:55～16:00
高坂谷　小松原忠雄様宅前 10:45～10:50 旧美里無人市前（小角）13:20～13:25 市役所弥栄支所前 16:20～16:25

ス
ト
ッ
プ
狂
犬
病

～　
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犬
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射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す　
～

ど
う
し
て
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
？

犬
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犬
病
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集
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し
ま
す
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【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

13
日
㈬

市役所旭支所前 9:00～　9:30

13
日
㈬

しろつの生活センター前 11:05～11:10

13
日
㈬

来尾神社前 13:55～14:00
和田生活改善センター前 9:35～　9:45 丸原センター前 11:15～11:25 越木バス停留所付近 14:05～14:10
重富生活改善センター前 9:50～　9:55 岩畳生活改善センター前 13:10～13:15 都川高齢者活動促進

センター前 14:20～14:35本郷バス停留所前 10:00～10:05 市木生活改善センター前 13:20～13:25
戸川生活改善センター前 10:15～10:20 早水生活改善センター前 13:30～13:35 谷神社付近 14:40～14:45
山ノ内生活改善センター前 10:40～10:45 中郡集会所前 13:40～13:45 坂本構造改善センター前 15:15～15:30
木田生活改善センター前 10:50～11:00

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

14
日
㈭

小笹集会所前 9:00～　9:10

14
日
㈭

旧ＪＡ小国事業所前 13:05～13:10

15
日
㈮

小松木口 9:10～　9:20
伊木集会所前 9:15～　9:20 徳田中　横山様宅前 13:15～13:20 元谷石碑前 9:25～　9:35
新開集会所前 9:30～　9:35 小原谷集会所前 13:35～13:40 入野集会所前 9:40～　9:45
今田よりあい会館前 9:40～　9:55 浄光寺谷バス停付近 13:45～13:50 越沢集会所前 9:50～　9:55
青原集会所前 10:05～10:15 新生集会所前 13:55～14:00 植松集会所前 10:05～10:10
下ノ原　鍛冶畑様宅
入口付近 10:20～10:25 久佐公民館前 14:05～14:10 福原集会所前 10:15～10:20

下久佐集会所前 14:15～14:25 大元集会所前 10:25～10:30
深笹上集会所前 10:40～10:45 上長屋集会所前 14:30～14:40 美又国民保養センター前 10:35～10:40
シマネ波佐電子前 10:55～11:00 上組集会所前 14:45～14:50 美又口　渡辺様宅横 10:45～10:50
亀谷原　榎一夫様宅前 11:05～11:10 大谷集会所前 14:55～15:00 久佐川バス停前 10:55～11:00
浄蓮寺下 11:15～11:25 かたらいの家前 15:05～15:15 今福公民館前 11:05～11:10
波佐消防ポンプ倉庫前 11:30～11:35 下長屋　山田様宅前 11:15～11:25

金田会館前 11:30～11:40
【浜　田】

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

15
日
㈮

佐野下町内
生活改善センター前 13:05～13:10

18
日
㈪

服部タイヨー長澤店
駐車場 14:15～14:25 19

日
㈫

汐入県職員住宅前 15:05～15:10
浜田商業高校入り口付近 15:15～15:35

旧ＪＡ佐野事業所付近 13:15～13:20 浅井公民館付近 14:30～14:35 熱田町５町内集会所前 15:40～15:55
両間口バス停付近 13:25～13:30 浅井町メガネの三城 

駐車場 14:40～14:45 上内田バス停付近 16:00～16:05
小山町内　遠藤俊長様宅前 13:35～13:40

21
日
㈭

牛谷バス停付近 9:10～　9:20
旧後野小学校前 13:50～14:00

19
日
㈫

黒川町どうどう公園付近 9:10～　9:15 美川公民館西分館前 9:30～　9:40
石見公民館細谷分館前 14:15～14:25 高佐町　角国様宅付近 9:20～　9:25 櫟田原公民館前 9:50～　9:55
十文字原バス停付近 14:35～14:40 石見公民館前 9:30～　9:35 下鍋石バス停付近 10:10～10:15
石見公民館長見分館
入り口付近 14:50～14:55 相生町ベルコ倉庫前付近 9:40～　9:45 一ノ瀬橋旧岩井商店付近 10:20～10:25

竹迫町平和公園付近 9:50～　9:55 松羽地区防災センター前 10:30～10:35

18
日
㈪

荒相　岡本勝美様宅前 9:10～　9:15 竹迫団地公園前（４町内）10:00～10:05 美川公民館前 10:40～10:50
ブルーコーンズ前
（旧ＪＡ久代事業所前） 9:20～　9:25 野原町２町内公民館前 10:10～10:15 大谷上公民館大元神社付近 11:05～11:10

野原町１町内公民館下
駐車場 10:20～10:30 青口バス停付近 11:20～11:25

国分尼寺跡前 9:30～　9:35 大麻公民館前 11:30～11:35
国府公民館前 9:40～　9:55 相生町国土交通省付近 10:40～10:45 力石バス停から

50ｍ陽光台寄り待避所 13:00～13:05下府公民館前 10:00～10:05 社家地神社付近 10:50～10:55
上府町市尻酒店付近 10:10～10:15 三宮児童公園付近 11:00～11:05 周布公民館前 13:15～13:20
上府消防車庫前 10:20～10:25 清水町消防ポンプ車庫付近 11:20～11:35 周布１町内公民館前 13:25～13:35
旧ＪＡ宇野事業所付近 10:35～10:40 青川陸橋下駐車場付近 13:05～13:15 吉地集会所前 13:45～13:50
姉金　千代延様宅付近 10:50～10:55 笠柄児童公園 13:20～13:25 門田公民館前 13:55～14:05
国府公民館有福分館前 11:10～11:15 元浜町かもめ公園付近 13:30～13:45 ＪＦしまね津摩出張所前 14:10～14:15
宇野町西山バス停付近 11:20～11:25 浜田保健所前 13:50～14:05 日脚児童公園付近

（大久保団地内） 14:25～14:30ＪＡしまね農協
長沢事業所前 13:15～13:25 港町百草園コーポ江村付近 14:10～14:15

瀬戸ヶ島町
高森英昭様宅前付近 14:20～14:25 日脚児童館付近 14:35～14:45

二反田団地集会所前 13:30～13:35 長浜商港バス停付近 14:55～15:15
生湯町宇野木工所付近 13:40～13:45 松原郵便局前 14:30～14:35 長浜公民館前 15:20～15:30
生湯海水浴場休憩所付近 13:50～13:55 市役所東分庁舎前駐車場 14:40～14:45
ヒルズガーデン神在
入り口 14:05～14:10 福井地区集会所前

（国道９号線沿い） 14:50～15:00

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

20
日
㈬

白砂公民館前 9:10～　9:15

20
日
㈬

㈲杖田農機店
グリーンショップ横 13:00～13:10 20

日
㈬

江野本電器店付近待避所 14:30～14:45
東平原上集会所前 9:20～　9:30 湊浦集会所前 14:50～15:00
下室谷集会所前 9:35～　9:40 床並　和崎輝男様宅

付近待避所 13:20～13:25 谷集会所前 15:30～15:50
上室谷集会所前 9:45～　9:50

22
日
㈮

三嶋神社下 9:30～　9:35
上今明神明宮下 9:55～10:00 ひゃこるバス宮ヶ迫

停留所付近 13:30～13:40 井川集会所前 9:45～　9:55
市場集会所前 10:10～10:20 河野建設㈱向側広場 10:00～10:05
周布地停留所付近 10:25～10:35 岡見公民館前 13:45～14:00 中古和集会所前 10:10～10:15
みのり会館前 10:40～10:50 ＪＲ岡見駅前 14:05～14:10 河内橋上待機所 10:25～10:45
芦谷集会所前 10:55～11:05 古湊漁村センター前 14:15～14:25 海石集会所前 11:00～11:15
市役所三隅支所前 11:10～11:35 今浦集会所前 11:30～11:35
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　平成28年４月から新たな将来像「住みたい　住んで
よかった　魅力いっぱい　元気な浜田」を目指した「第
２次浜田市総合振興計画」に基づく市政運営がスター
トします。
　市民の皆さんと一緒になって「元気な浜田づくり」
を進めるため、皆さんのご家庭に「概要版」を配布し
ています。計画「全体版」は、市ホームページからご
覧いただくか、冊子が必要な人は有料で購入できます。
総合振興計画全体版の提供
カラー版　1,000円　　白黒版　200円

※　本庁政策企画課及び各支所防災自治課で提供しま
す。

　また、この総合振興計画にあわせて策定した「浜田
市まち・ひと・しごと創生総合戦略」のパンフレット
も配布しています。詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

問い合わせ先
第２次浜田市総合振興計画について

本庁政策企画課企画係（☎�９２００）
　浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略について

本庁地域プロジェクト推進室（☎�９２２１）
※　市ホームページから各計画をご覧になる場合は、上記

のＱＲコードをご利用ください。

　浜田市出身の坂根正弘氏（コマツ相談役）
からのご寄附を原資とした「坂根正弘奨学
金」の平成28年度奨学生（第３期生）を募
集します。
　この奨学金制度は、優れた学力を有し、
高い志を持って大学で勉学に励もうとする
学生に対して奨学金を給付することにより、
将来の科学技術や医学の進歩、経済の発展
などに貢献しうる人材を育成・支援するこ
とを目的としています。

募集人員　大学１年生　３人程度
募集期間　４月４日㈪～５月31日㈫
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学１年生

（在学中）で、特に学業成績が優秀であり、
かつ、保護者の収入又は所得が市長の定める
基準以下の人

支給金額　月額５万円又は４万円（年間60万円が上限、
大学所在地により変動）

支給期間　平成28年４月から在学する学校の最短修業年
限の最終月まで（最大４年間）

本庁政策企画課企画係（☎�９２００）
問い合わせ先

※　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

「第２次浜田市総合振興計画」に基づく
市政運営がスタートします

将来像「住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田」を目指して！

【総合振興計画】

【まち・ひと・しごと創生総合戦略】

平成28年度
坂根正弘奨学金の奨学生を募集します
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　路線バスなどの公共交通は、運転免許を持たない皆さんにとって、
日常生活に欠かせない貴重な移動手段です。
　しかし、最近では自家用車の利用増加と人口減少に伴い、公共交
通の利用者数は年々減少しています。このままでは、路線廃止や減
便へと進んでしまう可能性があります。

　このような状況を踏まえ、浜田市と浜田
市地域公共交通活性化協議会では、高齢者
などの運転免許を持たない皆さんも安心し
て生活できる持続可能な交通体系を構築す
るため、次のとおり「浜田市地域公共交通
再編計画」を策定しました。
　今後は、この計画に基づき、「わかりや
すく」「利用しやすい」公共交通を目指し
ていきます。
　将来にわたって公共交通を維持していく
ためには、「公共交通を利用する」ことが
重要です。いざというときに公共交通がな
くて困らないよう、「乗って守る！」「乗っ
て残す！」という気持ちを大切に、積極的
に公共交通を利用しましょう。

計画の基本理念　未来の市民生活を支える公共交通
計画期間　　　　平成28年度～平成30年度（３年間）
計画の基本目標と具体的な事業

基本目標 具体的な事業

①わかりやすい公共交通
ネットワークの構築

・市街地バス路線の見直し
・石見交通「瑞穂線」と旭自治区の交通再編

②交通弱者にやさしい
移動手段の確保

・敬老乗車券交付事業の本格導入
（７月開始予定）

・地域環境に応じた輸送モデルの検討及び
実施

③利用しやすい交通環境
の整備

・バス停待合環境の改善
・学生割引制度の導入

④まちづくりを支える
公共交通機能の充実

・貨客輸送などの事業化可能性調査
・公共交通の観光利用

　浜田駅から石見今市を経由して瑞穂イン
ターまで運行している石見交通「瑞穂線」
が、運行区間などを変更して４月１日から
新たに「今市線」として運行を開始します。
　運行区間が変更になりますので、ご利用
の際にはご注意ください。

【運行区間】
変更前（瑞穂線） 変更後（今市線）

浜田駅～石見今市～瑞穂インター 周布～浜田駅～石見今市

※　石見今市～瑞穂インターの間は、浜田市生活路線バスを新たに
運行します。

※　運行時刻は、石見交通ホームページ（http://iwamigroup.jp/）
でご確認ください。

　通学定期券の購入負担を軽減するととも
に公共交通の利用促進を図ることを目的と
して、４月１日から通学定期券購入費の一
部を補助する制度を始めます。
　申請方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。

対象者　公共交通を利用して市内の高校へ通学する生徒を持つ
保護者（保護者・生徒ともに市内に住所を有すること
が条件になります。）

補助額　通学定期券購入費から１か月あたり、おおむね15,000
円を差し引いた額（片道定期券の場合は、１か月あた
り、おおむね8,250円を差し引いた額）

問い合わせ先　本庁まちづくり推進課地域交通学校支援係（☎�９２０１）

乗って守ろう！浜田市の公共交通

浜田市地域公共交通再編計画を策定しました

石見交通「瑞穂線」が「今市線」に変わります

市内の高校へ通学する定期券代を一部補助します
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　平成27年10月１日を基準日として全国一斉に
行われた国勢調査において、浜田市の人口は
58,120人となり、５年前に実施した平成22年国
勢調査人口61,713人から3,593人の減少となり
ました。

　自治区別にみると、どの自治区においても人
口が減少しており、旭自治区においては、島根
あさひ社会復帰促進センターの入所者が約300
人減少したことにより、13.2％の減少となって
います。

問い合わせ先　本庁情報政策課統計企画係（☎�９１２０）

自治区別人口の推移 （単位：人・％）

自治区 平成27年
（速報値）平成22年 前回との比較

増減数 増減率
浜田市 58,120　 61,713 ▲ 3,593 ▲　5.8％

浜田 41,795　 43,905 ▲ 2,110　 ▲　4.8％

金城 4,426 4,622 ▲　196 ▲　4.2％

旭 4,242 4,888 ▲　646 ▲13.2％

弥栄 1,342 1,494 ▲　152 ▲10.2％

三隅 6,315 6,804 ▲　489 ▲　7.2％

※　確報値は、平成28年10月頃公表予定です。

平成27年10月１日現在の浜田市の人口は、５８，１２０人でした。
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援
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員
を
募
集
し
ま
す

平成27年国勢調査

浜田市の人口（速報値）を公表します！
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平成28年４月１日の機構（太字は、新設・移管又は名称変更のある課・係）

部　名 所属課名と主な改正内容

総務部
総務課・行財政改革推進課・安全安心推進課・人事課・情報政策課・人権同和教育啓発センター

主な改正内容　⑴　行財政改革推進課資産経営係を廃止し、業務を行革推進係へ移管

地域政策部

政策企画課・まちづくり推進課（地域交通学校支援係）・地域プロジェクト推進室

主な改正内容　⑴　政策企画課支所支援係を廃止
⑵　まちづくり推進課地域交通学校支援係を新設し、交通生活係を廃止

財務部

財政課・税務課（収納係）・資産税課（資産税第一係・資産税第二係）

主な改正内容　⑴　徴収課徴収係を税務課へ移管し、収納係に名称変更
⑵　資産税課を新設（税務課資産税第一係・資産税第二係を移管）
⑶　徴収課内室のふるさと寄附推進室を産業経済部産業振興課へ移管
⑷　徴収課を廃止

健康福祉部
地域福祉課・健康長寿課・子育て支援課・地域医療対策課・波佐診療所・あさひ診療所・弥栄診療所・
大麻診療所

市民生活部 医療保険課・総合窓口課・環境課・浜田市不燃ごみ処理場・浜田浄苑

産業経済部

産業政策課（貿易振興係）・産業振興課・ふるさと寄附推進室（ふるさと寄附推進係）・広島市場開拓室・
農林振興課（農業振興係・林業振興係）・水産振興課・漁港活性化室・観光交流課

主な改正内容　⑴　産業政策課へ産業振興課貿易振興係を移管
⑵　産業振興課へ内室として、ふるさと寄附推進室を移管
⑶　広島市場開拓室を産業振興課内室から単独室へ変更
⑷　農林振興課林業振興係を新設し、農政係を農業振興係に名称変更

都市建設部
建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課・建築住宅課

主な改正内容　⑴　災害復興室を廃止し、業務を農林振興課及び維持管理課などへ移管

金城支所・旭支所
弥栄支所・三隅支所

防災自治課・市民福祉課・産業建設課　※杵束出張所（弥栄支所）

そのほか 市長公室・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・農業委員会・監査委員事務局・公平委員会

教育部
教育総務課・学校教育課・学力向上推進室・生涯学習課・中央図書館・青少年サポートセンター・
文化振興課・人権同和教育室・金城分室・旭分室・弥栄分室・三隅分室

消防本部 総務課・予防課・警防課・通信指令課・浜田消防署・東部消防署・西部消防署

上下水道部
管理課・工務課・下水道課（整備係）

主な改正内容　⑴　下水道課整備係を新設

※　全ての係名を記載した機構図は、４月以降に市ホームページへ掲載します。ホームページが閲覧できない人で、全体
の機構図を希望する人は、本庁行財政改革推進課までお問い合わせください。

　平成28年４月から、島根県立大学や高校などとの更なる連携、賦課
と徴収の一体的な取組と拡大したふるさと寄附への対応、農林水産業
関係の大型プロジェクトの実施などに対応する体制を整備し、より効
率的な業務の推進を図るため、下表のとおり行政組織の一部を変更し
ます。
　変更する部署については、太字で記載し、それぞれ「主な改正内容」
に変更する点を記載しています。

問い合わせ先
本庁行財政改革推進課行革推進係
（☎�９１０１）

平成28年４月１日から

浜田市行政組織の一部が変わります
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区

日
時　
５
月
14
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所

・
美
川
地
区　

美
川
公
民
館

・
国
府
地
区　

国
府
公
民
館

浜
田
・
長
浜
地
区

日
時　
５
月
14
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

・
浜
田
地
区　

浜
田
公
民
館

・
長
浜
地
区　

長
浜
公
民
館

※　

な
お
、
10
月
頃
、
地
域
井
戸

端
会
を
開
催
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
０
０
）

　全国大会での入賞や全国大会への出場などの報告で
訪問された皆さんを紹介します。

𠮷丘佳介さん（三隅町）

大﨑琴未さん（東中３年）

あさひスポーツクラブ（今市小学校）

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

海外遠征への選抜おめでとうございます
平成27年度全日本中学校選抜
海外遠征国際交流試合
（女子バレーボール）
　　（タイ王国：２月22日～３月１日）

全国大会出場
おめでとうございます

全国大会入賞
おめでとうございます

優秀賞

全国小学生雪合戦大会
（宮城県：２月13日）

ＮＨＫのど自慢チャンピオン大会
（東京都：１月11日）



市長日記元気な浜田をつくります （平成28年２月）

21　　　広報はまだ：平成28年４月号

浜田市連合自治協議会と語る会に出席し
ました（２月４日）

島根県西部高速道路利用促進協議会の設立
総会を開催しました（２月９日）

みなと保育園から、山陰浜田港マリン大
橋リレーマラソンの好天を祈念するてる
てる坊主をいただきました（２月15日）

島根県立大学の「地域振興に関する提言を含
む優秀卒業研究・論文」の発表会に出席しま
した（２月19日）

初代浜田藩主古田重治公や駅鈴を通じて
交流のある三重県松阪市の竹上真人市長
が訪問されました（２月19日）

弥栄米ブランド推進大会に出席しました
（２月28日）

邑南町との食を通じた観光・文化交流協
定締結１周年記念フォーラムを開催しま
した（２月18日）

浜田市男女共同参画推進委員会の藤原ヒ
サヨ会長から、男女共同参画の推進に関
する計画について答申を受けました
（２月10日）

3.11チャリティー・コーラスinはまだ５に出
席しました（２月14日）

「地域と大学の共育・共創・共生に向け
た縁結びプラットフォーム」第３回全域
フォーラムに出席しました（２月16日）

華道家元池坊浜田支部創立30周年記念式
典に出席しました（２月７日）

浜田市ふるさと寄附事業者交流会を開催
しました（２月23日）



広報はまだ：平成28年４月号　　　22

　２月29日㈪、浜田市と島根県立大学の共同研究の成果報告会
が岡見公民館で行われました。報告会では、島根県立大学連携
大学院の藤山教授が、人口推移に基づく地域活性化策の調査研
究の成果を報告され、三隅町岡見の今後の人口予測について説
明されました。
　その後の座談会では、人口増加の成功事例を紹介され、地域
が元気になるための取組を参加者29人で考えました。我が家の
料理自慢大会などユニークなアイデアが出され、会場は盛り上
がりました。 座談会では様々なアイデアが出されました

　２月28日㈰、防災講演会が島根県立大学で開催されました。
これは、住民の防災意識の向上を目的に浜田市消防団浜田消防
隊女性分団が主催したものです。
　東日本大震災など多くの被災地で支援活動に取り組まれた、
福祉フォーラムin別杵・速見実行委員会の村野淳子さんが「命
をつなぐ地域づくり」について講演されました。支援活動の経
験を踏まえ、「避難所の運営は、避難者自身が行うことになる
ため、日頃からの地域のつながりや地域の人材育成が大切」と
話されました。実体験を踏まえて語る村野さん

急斜面を自転車で駆け上がる選手たち

　２月28日㈰、中国シクロクロスかなぎステージがかなぎウェ
スタンライディングパークで行われました。シクロクロスは、
障害物などがある悪路コースを制限時間内に何周できるかを競
う自転車競技で、中国シクロクロスin島根が開催しました。
　当日は、県内外の小学生から50歳代までの約50人が参加し、
ライディングパーク内の階段や斜面を使った１周約1.8㎞の
コースを走りました。参加した選手は「自然に囲まれたコース
を走ることができた。会場内で宿泊やおいしい食事もできるの
で最高です」と話し、大会を楽しんでいました。

　２月19日㈮、旭中学校３年生の卒業を祝うお茶会が旭センター
で行われました。これは、地域で中学生の卒業を祝おうと今市
茶道同好会と今市公民館が主催したもので、今年で14回目を迎
えます。
　生徒たちは、会場に飾られた掛け軸や花を鑑賞した後、「点心」
（手作りの軽い昼食）を、三手という箸の作法を学びながらい
ただきました。昼食の後には、お茶が振る舞われ、生徒たちは
地域の皆さんの温かいおもてなしに感謝しながら、日本の伝統
文化を楽しんでいました。作法に注意しながら食べる参加者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

地域に人を取り戻そう
～　浜田市と島根県立大学の共同研究の成果報告会　～

みすみ

被災地の教訓を生かそう
～　浜田市消防団防災講演会　～

はまだ

ライディングパークを自転車で駆け巡る
～　中国シクロクロスかなぎステージ　～

かなぎ

地域が卒業生をおもてなし
～　旭中学校卒業お祝い茶会　～

あさひ
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盲導犬ＰＲ犬と一緒に歩く児童

　２月18日㈭、盲導犬学校キャラバンが美川小学校で開催され
ました。これは、盲導犬をより身近に感じ、目の不自由な人に
対して盲導犬がどのようなサポートを行っているのかを学んで
もらおうと、日本盲導犬協会島根あさひ訓練センターが行いま
した。
　児童たちは、盲導犬や視覚障がいの説明を聞いて、実際にア
イマスクを付けて、盲導犬ＰＲ犬のナッシュと一緒に歩行体験
を行いました。参加した児童らは「ナッシュと歩けて楽しかっ
た」と話していました。

　２月17日㈬、いきいき100歳体操の体験会が和田生活改善セ
ンターで行われました。この体操は、高知市が開発した高齢者
が日常生活に必要な筋力をアップさせる体操で、和田地区での
普及に向け、和田まめな会が行いました。
　当日は、市役所の保健師の指導を受けながら、イスに座って
両腕に重りを付け、ゆっくりとした動作で準備体操・筋力運動・
整理体操の３つの運動を行いました。参加者は、腕がだんだん
と重くなるのを感じながら、筋力アップに励んでいました。

腕に重りを付けて筋力アップ

作成した実施計画書を発表

　２月14日㈰、まちづくりＩＮＯ第２回ワークショップが、井
野みのり会館で開催されました。これは、地域住民にまちづく
りへの関心をより深めてもらうことを目的に、まちづくりＩＮ
Ｏが開催したものです。
　ワークショップでは、「井野でやりたいこと」を５つのグルー
プに分けて、具体的な実施計画を作成しました。平成28年度か
らは、今回各グループが作った計画書に基づいて、お茶やそば
を特産品にするための栽培方法を学んだり、新たな乗り合いバ
スの可能性について先進事例を学んだりしていく予定です。

　２月10日㈬、弥栄女性の会研修会が弥栄会館で行われました。
この研修会は、女性の学習機会の拡充と会員相互の親睦を目的
に定期的に行っているものです。
　今回は、浜田警察署と弥栄支所市民福祉課の職員を講師に招
き、交通安全体験活動やマイナンバー制度などについて学びま
した。交通安全体験活動では、身体能力測定や飲酒体験ゴーグ
ルを装着した歩行体験を行いました。飲酒体験では、１人でまっ
すぐ歩けない状態に、改めて飲酒運転の恐ろしさを感じました。

飲酒時の視覚を体験する参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

日常の身近な問題を学ぶ
～　弥栄女性の会研修会　～

やさか

知恵を出し合い地域づくり
～　まちづくりＩＮＯ第２回ワークショップ　～

みすみ

あさひ筋力アップで介護予防
～　いきいき100歳体操　～

盲導犬の仕事を学ぶ
～　盲導犬学校キャラバン　～

はまだ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で

の
10
日
間
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本　
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
の
遵
守
）

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

県
内
一
斉
行
動
日

４
月
６
日
㈬

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日
㈰

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
着
用
啓
発
の
日

４
月
15
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、
６
月
12
日
㈰
に
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
８
時
に
防
災
防

犯
メ
ー
ル
で
総
合
防
災
訓
練
開
始

の
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。
こ
れ

に
併
せ
て
、
各
自
主
防
災
組
織
や

自
治
会
な
ど
で
各
地
域
指
定
の
避

難
場
所
に
避
難
す
る
な
ど
の
防
災

訓
練
（
避
難
訓
練
）
を
計
画
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
に
関
す
る
相
談
や
訓
練
に

参
加
す
る
場
合
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

訓
練
に
参
加
し
た
代
表
者
は
、

訓
練
終
了
後
、本
庁
総
務
課（
☎

�
２
６
１
２
）
へ
参
加
人
数
な

ど
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
を
し
ま

し
ょ
う

　

市
で
は
、
市
内
で
災
害
や
事
件

が
起
き
た
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、「
防

災
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

①
次
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
件
名
・

本
文
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル
を

送
信
し
ま
す
。

Em
ail:ham

ada@
xpressm

ail.jp

※　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電

話
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
左

図
か
ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
ア

ド
レ
ス（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
し
ま
す
。接
続
後
、

必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
「
確

認
」
ボ
タ
ン
を
選
択
し
ま
す
。

③
登
録
内
容
を
確
認
し
て「
登
録
」

ボ
タ
ン
を
選
択
し
ま
す
。

※　

迷
惑
メ
ー
ル
設
定
に
よ
り
メ

ー
ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

「@
xpressm

ail.jp

」
の
ド
メ

イ
ン
許
可
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う

騒
音
問
題
は
、
昨
年
に
比
べ
、
70

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
観
測
回
数

な
ど
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
依

然
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
騒
音
被
害

や
事
故
な
ど
へ
の
不
安
な
ど
、
日

常
生
活
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
独
自
及
び
県
か
ら

の
貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
器
に

よ
る
観
測
を
継
続
し
、
中
国
四
国

防
衛
局
が
設
置
し
た
航
空
機
騒
音

自
動
測
定
装
置
と
と
も
に
監
視
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
軍
機
騒
音
等
対
策
協

議
会
の
構
成
市
町
の
首
長
や
島
根

県
知
事
と
共
に
、
平
成
25
・
26
年

度
に
続
い
て
、
平
成
27
年
度
も
10

月
に
防
衛
省
と
外
務
省
に
対
し
て

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。特
に
、

国
と
し
て
起
こ
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

が
住
民
に
は
全
く
伝
わ
っ
て
こ
な

い
こ
と
や
、
日
米
協
力
と
い
う
国

全
体
の
問
題
の
中
で
、
一
部
の
人

が
負
担
を
負
う
こ
と
の
不
公
平
さ

な
ど
を
訴
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
27
年
目
撃
等
件
数

浜
田
自
治
区　
21
件

金
城
自
治
区　
87
件

旭
自
治
区　
　

75
件

弥
栄
自
治
区　
５
件

三
隅
自
治
区　
４
件

合
計　
　
　
　

１
９
２
件

（
平
成
26
年　

１
２
５
件
）

騒
音
測
定
器
に
よ
る
観
測
実
績

旭
支
所　
　

21
日
（
２
４
０
回
）

・
最
大　
　

98
・
７
デ
シ
ベ
ル

金
城
支
所　
13
日
（
53
回
）

・
最
大　
　

84
・
６
デ
シ
ベ
ル

弥
栄
支
所　
３
日
（
４
回
）

・
最
大　
　

74
・
８
デ
シ
ベ
ル

中
国
四
国
防
衛
局
（
旭
町
）

１
０
４
日
（
５
０
６
回
）

・
最
大　

１
０
４
・
４
デ
シ
ベ
ル

　

今
後
も
粘
り
強
く
、
住
民
の
平

穏
な
生
活
を
乱
す
米
軍
機
低
空
飛

行
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
要
請

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
被
害
に
あ
わ

れ
た
状
況
な
ど
の
情
報
提
供
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課

安
全
安
心

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
を

計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に

伴
う
騒
音
問
題
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す



25　　　広報はまだ：平成28年４月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
の
た

め
の
み
に
利
用
で
き
る
書
類
で
す
。

本
人
確
認
の
手
続
に
は
利
用
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
は
、
顔
写

真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
、
本
人
確
認
の
手
続
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
は

５
０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
を
、
ま
だ
受
け
取
っ

て
な
い
人
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

は
、
転
送
不
要
で
送
付
さ
れ
る
た

め
、
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
人
に
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
配

達
時
に
不
在
の
場
合
や
宛
所
に
尋

ね
あ
た
ら
な
い
場
合
は
、
一
定
期

間
郵
便
局
が
預
か
っ
た
後
、
市
役

所
本
庁
総
合
窓
口
課
で
保
管
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

１
月
の
寒
波
に
伴
う
水
道
料
金

等
特
別
減
免
の
申
請
受
付
期
限
は
、

５
月
10
日
㈫
ま
で
で
す
。

　

水
道
料
金
等
減
免
の
お
知
ら
せ

の
チ
ラ
シ
と
申
請
書
は
、既
に「
広

報
は
ま
だ
」
３
月
号
に
併
せ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務

係
（
☎
�
９
９
０
３
）

　

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活

環
境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽

を
設
置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
区
域　
公
共
下
水
道
及
び
集

落
排
水
の
計
画
区
域
で
な
い
区

域
※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

⑴　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

設
置
が
完
了
す
る
も
の

※　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
す
る
こ
と

※　

浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資

格
者
が
施
工
す
る
こ
と

⑵　

専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
も
の
。
併
用
住
宅
の
場
合

は
、
居
住
部
分
に
係
る
延
べ
床

面
積
の
割
合
が
２
分
の
１
を
超

え
る
も
の

※　

建
物
の
販
売
又
は
賃
貸
の
目

的
で
、浄
化
槽
を
設
置
（
増
築
・

改
築
又
は
移
転
を
含
む
）
す
る

も
の
は
対
象
外
で
す
（
建
売
住

宅
な
ど
）。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
本

庁
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
下
水
道
課
管
理
係
・
施
設

係
（
☎
�
９
６
４
０
・
�
９
６

４
１
）

　

県
内
の
団
体
や
法
人
が
行
う
環

境
保
全
活
動
の
支
援
と
し
て
、
活

動
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
活
動　
４
月
１
日
㈮
か
ら
平

成
29
年
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
行

う
次
の
活
動

①
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

②
生
物
多
様
性
の
確
保

③
水
環
境
の
保
全

④
森
林
・
農
地
・
漁
場
の
保
全
と

活
用

⑤
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑥
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
推
進

⑦
環
境
学
習
の
推
進

対
象
団
体　
10
人
以
上
の
会
員
を

有
す
る
団
体
（
公
共
機
関
や
企

業
な
ど
を
除
く
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

対
象
団
体　
任
意
団
体

助
成
金
額　
５
万
～
30
万
円

法
人
コ
ー
ス

対
象
団
体　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
公
益

法
人
な
ど

助
成
金
額　
30
万
～
80
万
円

共
通

助
成
率

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

申
込
締
切
日　

４
月
30
日
㈯（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
環
境
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
エ
コ
サ
ポ
し
ま
ね
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

※　

申
請
に
関
す
る
個
別
相
談
会

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

エ
コ
サ
ポ
し
ま
ね
【
〒
６
９
０

‐
０
８
８
７　

松
江
市
殿
町
８

‐
３　

タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね

２
階
（
☎
０
８
５
２
�
３
２
６

２
・
▢FAX
０
８
５
２
�
３
７
８
７
）

http://w
w

w
.nature-sanbe.

jp/eco/

補助金額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・
三隅自治区

金城・旭
自治区

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８人槽以上 548,000円 588,000円

※　予算総額に達した時点で受付を
終了します。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー

ド
は
本
人
確
認
書
類
と
し
て

使
え
ま
せ
ん

生
活
・
環
境

水
道
料
金
等
特
別
減
免
の

お
知
ら
せ
で
す

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
市
で
は
島
根
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
次
の
設

備
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

①
市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る

家
屋
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
個
人（
新
築
購
入
を
含
む
）

②
市
内
に
所
有
す
る
建
物
に
対
象

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
法
人

対
象
シ
ス
テ
ム

・
太
陽
電
池
及
び
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
の

合
計
値
が
10　
ｋｗ
未
満
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

対
象
工
事

・
市
内
の
事
業
者
か
ら
対
象
シ
ス

テ
ム
を
購
入
す
る
こ
と　

・
市
内
の
事
業
者
に
よ
り
対
象
シ

ス
テ
ム
設
置
工
事
を
施
工
す
る

こ
と

補
助
金
額

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
１
ｋｗ
あ
た
り
１
万
円

（
上
限
４
ｋｗ
４
万
円
）

募
集
件
数　
50
件

太
陽
熱
利
用
設
備

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

①
市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る

家
屋
に
対
象
設
備
を
設
置
す
る

個
人
（
新
築
購
入
を
含
む
）

②
市
内
に
所
有
す
る
建
物
に
対
象

設
備
を
設
置
す
る
法
人

対
象
設
備

・
太
陽
熱
を
給
湯
・
冷
暖
房
な
ど

に
利
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と

・
集
熱
器
と
貯
湯
部
分
が
分
離
し

た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

本
体
機
器
・
附
帯
機
器
・
据
付

工
事
に
か
か
る
経
費
の
１
／
２

の
額
（
上
限
30
万
円
）

募
集
件
数　
４
件

共
通
要
件

対
象
工
事
期
限

・
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
設

置
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

申
込
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
平
成

29
年
２
月
28
日
㈫

※　

必
ず
、
工
事
着
手
14
日
前
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法  

補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
本
庁
環
境
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ
フ

ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
も
の

※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
は
、
対
象
外
で
す
。

※　

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、

対
象
外
で
す
。 

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
リ
フ

ォ
ー
ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場

合
は
、補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※　

市
で
は
、
耐
震
診
断
に
つ
い

て
も
、
別
の
助
成
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

対
象
工
事

⑴  

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
・
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵  

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
で

あ
る
こ
と

⑶  

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
４ 月 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
５ 火 下府町１～３・６ー１、上府町伊甘
６ 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
７ 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
８ 金 殿町１～５、田町２～５
11 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
12 火 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
13 水 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
14 木 蛭子町、栄町、片庭町
15 金 港町１～４
18 月 京町、高田町、清水町、真光町
19 火 原町、瀬戸見町、元浜町
20 水 原井町
21 木 瀬戸ヶ島町、港町５、大辻町
22 金 長沢町１
25 月 長沢町２～５・７・８
26 火 生湯町１～４
27 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
28 木 浅井町４～６
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの

連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課くらしと環境係）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
を
補
助
し
ま
す

住
宅

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

応
援
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
対
象
工
事
が
完
了
す

る
こ
と

⑷  

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、

し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦
等
利

用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の
同
種

の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
工
事

部
分
は
対
象
外
で
す
。 

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
・

家
電
製
品
、
そ
の
ほ
か
の
物
品

の
購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
額
の
１
／
10
に
相
当
す

る
額
で
、
20
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

50
万
円
未
満
の
場
合 

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

50
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の

場
合対

象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額

の
１
／
10
に
相
当
す
る
額

（
１
、０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

２
０
０
万
円
以
上
の
場
合

一
律
20
万
円

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
建
築
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

【
農
業
振
興
基
金
事
業
】

　

市
で
は
、
農
業
振
興
基
金
事
業

を
創
設
し
、
新
た
な
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

農
業
経
営
体
育
成
支
援
事
業

対
象
者　
市
内
に
農
用
地
を
有
す

る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

⑴　

経
営
耕
地
面
積
が
水
稲
20
ａ

以
上
又
は
野
菜
及
び
果
樹
５
ａ

以
上
あ
る
人

⑵　

農
産
物
の
出
荷
実
績
が
あ
る

人
補
助
内
容

○
農
業
用
施
設
整
備
事
業
（
か
ん

水
施
設
・
排
水
施
設
・
防
風
施

設
な
ど
の
整
備
費
の
助
成
）

○
販
路
拡
大
事
業（
専
門
家
謝
金
・

デ
ザ
イ
ン
委
託
費
・
デ
ザ
イ
ン

購
入
費
な
ど
の
助
成
） 

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額　

１
事
業
あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

畦
畔
除
草
省
力
化
促
進
事
業

対
象
団
体　
自
治
会
な
ど
地
域
住

民
で
組
織
す
る
団
体
、
又
は
集

落
営
農
組
織
な
ど
農
業
者
で
組

織
す
る
団
体

補
助
内
容

○
畦
畔
除
草
吹
付
準
備
事
業
（
吹

き
付
け
を
行
う
た
め
に
必
要
と

な
る
除
草
剤
の
散
布
に
要
す
る

経
費
の
助
成
）

○
畦
畔
除
草
対
策
事
業
（
集
落
単

位
で
行
う
吹
き
付
け
に
要
す
る

経
費
の
助
成
）

補
助
率　

畦
畔
除
草
吹
付
準
備
事
業

事
業
費
の
２
／
３
以
内

畦
畔
除
草
対
策
事
業

⑴　

農
用
地
畦
畔
な
ど
へ
の
緑
化

施
工　
　
　
　

１
５
０
円
／
㎡

⑵　

道
路
な
ど
法
面
の
緑
化
施
工

２
２
０
円
／
㎡

補
助
限
度
額

畦
畔
除
草
吹
付
準
備
事
業

20
万
円

畦
畔
除
草
対
策
事
業

１
５
０
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
産
物
流
通
改
善
事
業

対
象
団
体　
自
治
会
な
ど
地
域
住

民
で
組
織
す
る
団
体
、
農
業
者

な
ど
で
組
織
す
る
団
体

補
助
内
容　
集
出
荷
に
利
用
す
る

車
両
の
燃
料
費
・
人
件
費
な
ど

集
出
荷
の
運
営
に
必
要
な
経
費

の
助
成

補
助
額　
25
万
円
（
当
該
年
度
の

事
業
実
施
月
数
に
応
じ
月
割
り

と
す
る
）

補
助
の
条
件　
地
域
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
の
集
荷
及
び
産
直
市

や
飲
食
店
な
ど
の
販
売
先
へ
の

出
荷
を
定
期
的
に
行
う
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

土
地
利
用
型
作
物
転
作
推
進
事
業

対
象
者　
当
該
年
度
に
、
国
の
経

営
所
得
安
定
対
策
の
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
の
助
成
を

受
け
て
、
大
豆
を
耕
作
す
る
人

補
助
金
額　
　
　

５
千
円
／
10
ａ

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
市
農
業
再
生
協
議
会

（
☎
�
３
５
０
０
）

担
い
手
規
模
拡
大
支
援
事
業

対
象　
市
が
実
施
す
る
農
地
所
有

者
代
理
事
業
、
又
は
農
地
中
間

管
理
機
構
が
実
施
す
る
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
５
ａ

以
上
の
農
用
地
に
お
い
て
３
年

以
上
の
存
続
期
間
を
有
す
る
利

用
権
設
定
を
し
た
農
用
地
の
借

受
者

補
助
内
容

○
新
規
利
用
権
設
定

⑴　

３
年
以
上
５
年
未
満

１
万
円
／
10
ａ

⑵　

５
年
以
上　

２
万
円
／
10
ａ

○
更
新
利
用
権
設
定

⑴　

３
年
以
上
５
年
未
満

５
千
円
／
10
ａ

⑵　

５
年
以
上　

１
万
円
／
10
ａ

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

産
業
・
地
域
活
性
化

農
業
関
係
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

原
木
椎
茸
生
産
振
興
事
業

対
象
者　
市
内
に
在
住
し
、
Ｊ
Ａ

か
ら
原
木
を
購
入
し
て
椎
茸
を

生
産
す
る
い
わ
み
中
央
原
木
椎

茸
生
産
組
合
員

補
助
率　

⑴　

市
内
産
の
ほ
だ
木
の
購
入
費

の
１
／
２
以
内

⑵　

市
外
産
の
ほ
だ
木
の
購
入
費

の
１
／
３
以
内

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

【
継
続
補
助
事
業
】

　

次
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

農
作
物
等
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

対
象
者　
農
業
者
又
は
農
業
者
で

組
織
す
る
団
体

補
助
内
容　
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
防
護
柵
・
捕
獲
器
の
設
置
・

更
新
に
要
す
る
経
費
の
助
成

補
助
率　
１
／
２

補
助
限
度
額　

防
護
柵　

５
万
円（
更
新
３
万
円
）

捕
獲
器　

８
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
生
育
成
事
業

対
象
者　
就
農
に
対
し
て
意
欲
が

あ
り
、
次
の
条
件
の
全
て
に
該

当
す
る
人

・
研
修
開
始
時
に
65
歳
未
満
の
人

・
研
修
開
始
時
に
浜
田
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
免
許
は
不
可
）
を
有
し
て

い
る
人

・
研
修
終
了
後
、
浜
田
市
内
で
就

農
す
る
意
欲
の
あ
る
人

研
修
期
間　
６
か
月
～
12
か
月

補
助
限
度
額

研
修
手
当　

月
額
15
万
円

住
宅
手
当　

家
賃
月
額
の
半
分

（
２
万
円
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

交
付
金

対
象
者　
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地

を
再
生
利
用
す
る
農
業
者
（
農

地
の
所
有
者
は
除
き
ま
す
。）

補
助
内
容　
農
地
再
生
作
業
に
要

す
る
経
費
の
助
成

補
助
率　
１
／
２
以
上
又
は
10
ａ

あ
た
り
５
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

　

中
国
電
力
㈱
で
は
、「
三
隅
発

電
所
２
号
機
建
設
変
更
計
画
環
境

影
響
評
価
方
法
書
」
を
作
成
し
、

次
の
と
お
り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

期
間　
４
月
11
日
㈪
ま
で
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
・
金
城
支
所
・

弥
栄
支
所
・
三
隅
支
所
・
島
根

県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
・

中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル

※　

中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
は
、
４
月
25
日

㈪
ま
で
（
25
日
以
外
の
月
曜
日

は
休
館
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
】

　

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ
い

て
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
意

見
の
あ
る
人
は
、
意
見
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切
日　
４
月
25
日
㈪
（
当

日
消
印
有
効
）

提
出
方
法　
縦
覧
場
所
で
意
見
箱

に
投
函
、
又
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
㈱
電
源
事
業
本
部
環

境
グ
ル
ー
プ
【
〒
７
３
０
‐
８

７
０
１　

広
島
市
中
区
小
町
４

‐
33
（
☎
０
８
２
‐
２
４
３
‐

６
７
１
３
）】

　

市
で
は
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
団

体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

様
々
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金

対
象
団
体　
町
内
会
な
ど

対
象
経
費　
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ソ
フ
ト
事
業
に
係
る
経
費

交
付
金
額　
団
体
ご
と
に
積
算
し

た
額

申
請
期
間　
４
月
～
６
月
末

　下内田２町内は、宝くじの普及広報を目的として、
その受託事業収入を財源に実施している自治総合セン
ターの平成27年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）を活用し、集会所を新築しました。
　今後、この集会所を「人が集まる場」・「人と人がつ
ながる場」となる地域の拠点施設として、地域の活動
が一層活発になるよう取り組んでいきます。

問い合わせ先
本庁まちづくり推進課地域づくり推進係
（☎�９２０１）

三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
変

更
計
画
環
境
影
響
評
価
方
法

書
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
各
種
支
援
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

平成27年度宝くじコミュニティ助成事業
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

地
域
づ
く
り
振
興
事
業
補
助
金

対
象
団
体　
町
内
会
な
ど

対
象
経
費

①
防
犯
灯
の
新
設
・
改
修
費

②
集
会
所
施
設
の
改
修
及
び
用
地

取
得
費

③
集
会
所
施
設
の
新
設
費

④
防
災
訓
練
及
び
防
災
資
機
材
整

備
に
係
る
経
費

補
助
金
額

①
１
基
あ
た
り
上
限
８
万
円

②
経
費
の
１
／
３（
上
限
50
万
円
）

③
経
費
の
１
／
３
（
上
限
１
５
０

万
円
）

④
経
費
相
当
額
（
上
限
あ
り
）

※　

た
だ
し
、
予
算
総
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
請
期
間　
随
時

市
民
協
働
活
性
化
事
業
補
助
金

対
象
団
体　
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
対
象
経
費　
社
会
貢
献
に
関
す
る

事
業
・
人
材
育
成
事
業
・
芸
術

文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業
に

係
る
経
費

補
助
金
額　
経
費
の
１
／
３
（
上

限
30
万
円
）

※　

た
だ
し
、
予
算
総
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
請
期
間　
随
時

自
治
会
活
動
保
険

　

町
内
会
な
ど
が
実
施
す
る
事
業

で
、
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
対
す
る
保
険
を
か
け
て
い
ま
す
。

申
請
期
間　
随
時

※　

活
用
す
る
場
合
や
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月

22
日
㈮
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
１
日
㈮
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象　固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
資
産
税
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一
・

二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

期
間　
４
月
25
日
㈪
～
５
月
13
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
２
東
分
庁
舎

※　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）・

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一
・

二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
平
成
27
年
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

全
部
支
給

３
月
ま
で　

月
額
４
２
、
０
０
０
円

４
月
以
降　

月
額
４
２
、
３
３
０
円

一
部
支
給

３
月
ま
で

月
額
４
１
、
９
９
０
円

～
９
、
９
１
０
円

４
月
以
降

月
額
４
２
、
３
２
０
円

～
９
、
９
９
０
円

※　

本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

４
月
か
ら
、
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ

ー
ト
が
全
国
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
県
外
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
在

持
っ
て
い
る
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー

ト
を
、
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

入
っ
た
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
に

切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※　

現
在
持
っ
て
い
る
こ
っ
こ
ろ

パ
ス
ポ
ー
ト
も
、
島
根
県
内
の

協
賛
店
で
は
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
。

※　

全
国
共
通
展
開
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
時
期
は
、
都
道
府
県

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

切
替
え
を
希
望
す
る
場
合

対
象　
妊
娠
中
の
人
及
び
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭

持
参
す
る
も
の　
現
在
持
っ
て
い

る
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト

交
付
窓
口　

・
市
役
所
本
庁
子
育
て
支
援
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

税
務
・
納
税

平
成
28
年
度
固
定
資
産
税

の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
が

全
国
で
利
用
で
き
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
費
用

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料

が
６
３
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
３
０
、
０
０
０
円

助
成
要
件　

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※　

同
じ
年
度
内
に
１
回
限
り
で

す
。

助
成
手
続

⑴　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
検
診

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）

に
検
診
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵　

検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市

役
所
本
庁
又
は
各
支
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

⑶　

決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
１
階
地
域
医
療
対

策
課
保
健
予
防
係
⑩
番
窓
口
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
今
年
度
、
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
人
は
助
成
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡

回
人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内

容
や
目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目
を
理
解
の

上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で　

月
額
２
６
、
６
２
０
円

４
月
以
降　

月
額
２
６
、
８
３
０
円

※　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
手
当
支
給
の
調
整
が
あ

り
ま
す
。

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
も
手

当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

３
月
ま
で　

月
額
１
４
、
４
８
０
円

　幼児期から就学前までの時期は、子ども
の社会性や生活習慣が身に付く大切な時期
です。この時期に子どもの健やかな成長を
見守るとともに、家族の子育てを支援する
ために、市では保育所（園）・幼稚園巡回訪
問事業を実施しています。

だれがするの？

　浜田市特別支援連携協議会相談支援チー
ムと市の保健師が行っています。
　浜田市特別支援連携協議会相談支援チー
ムとは、子どもの発達や発育、保護者の子
育ての悩みなどを支援するスタッフです。
　メンバーは、西部島根医療福祉センター
児童発達支援保育士・児童相談所児童心理
司・西部発達障害者支援センターウインド
相談支援員・知的障害児施設こくぶ学園療
育支援員・浜田養護学校教諭・浜田ろう学
校教諭・通級指導教室教諭・浜田教育事務
所指導主事・浜田教育センター指導主事・
リハビリテーションカレッジ島根教員・市
医療専門監・市保健師です（メンバーは変
わることがあります）。

いつごろするの？

　年１回、５月から７月の間に各園をまわります。必
要に応じて再度、園をまわることもあります。

どこでするの？

　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・児
童養護施設です。

なにをするの？

　スタッフが子どもの遊びの場面などに入ります。
・保育スタッフへ、集団生活の中で子ども一人ひと

りに応じた発達を促す保育のアドバイスを行いま
す。特に、就学予定の子どもについては、学校へ
の支援をつなげていくためのアドバイスも行って
います。

・子どもの発達や発育などに心配のある保護者には、
個別に相談に応じています。また、子どもの集団
生活の様子や発達などでお伝えしたいことがある
場合は、スタッフや園から保護者に連絡をするこ
ともあります。

※　保護者や学校・地域の人がこの事業を知り活用
してもらい、子どもの成長や発達を見守る輪が広
がっていくよう努めます。

（本庁子育て支援課）

子どもの発達・発育の相談に巡回相談をご活用ください

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
助
成
を
行
い
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

健
康
・
福
祉
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

４
月
以
降　

月
額
１
４
、
６
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

３
月
ま
で

月
額
１
４
、
４
８
０
円

４
月
以
降　

月
額
１
４
、
６
０
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

３
月
ま
で

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
１
、
１
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
４
、
０
３
０
円

４
月
以
降

・
重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
１
、
５
０
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
４
、
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

受
け
て
い
る
人 

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
受
け
て
い
る
人 

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　
助
成
で
き
る
タ
ク
シ

ー
券
又
は
バ
ス
券
の
金
額
は
１

年
間
で
１
３
、
５
０
０
円
分
で

す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ
せ

て
交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
50
円

券 

※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
は
、
こ
の
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
ほ
か
に
、

別
途
タ
ク
シ
ー
券
（
通
院
距
離

に
よ
り
１
か
月
４
～
20
枚
）
を

交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
１
日
㈮

※　

手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
、
紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ

ト
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
、
当
該
年
度
（
４
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
の
市
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度

に
現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯

全
員
が
当
該
年
度
（
４
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
の
市
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
と
認
定
さ

れ
た
人
、
若
し
く
は
要
介
護
４

又
は
５
に
相
当
す
る
人

⑶　

在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

※　

家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介

護
４
又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
人

⑵　

支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年

間
の
う
ち
、
在
宅
で
の
療
養
期

間
が
１
８
０
日
以
上
あ
る
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括

支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

こ
れ
ま
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
本
庁
健
康
長
寿
課
内
に

開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
身

近
な
場
所
で
高
齢
者
の
生
活
や
介

護
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
４
月
か
ら
各
支
所
市

民
福
祉
課
内
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

主
な
相
談
内
容

・
高
齢
者
の
生
活
や
介
護
に
関
す

る
相
談

・
介
護
予
防
に
関
す
る
相
談

・
高
齢
者
虐
待
相
談

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括

支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

平
成
28
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す



広報はまだ：平成28年４月号　　　32

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
が
、
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事

し
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
労
働
局
又
は
労
働
基
準
監
督
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/roudoukijun/
sekim

en/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
浜
田
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
�
１
８
４
０
）

自
己
負
担
額
を
引
き
上
げ
ま
す

　

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
「
脳

ド
ッ
ク
」
の
自
己
負
担
額
を
、
次

の
と
お
り
引
き
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度　
１
０
、
０
０
０
円

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ
ク
」

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

脳
梗
塞
・
脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な

ど
の
、
発
病
す
る
と
重
い
障
が
い

に
つ
な
が
る
病
気
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受
け

る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー　

な
ど

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
医
師
会
病
院
・
益

田
赤
十
字
病
院

受
診
期
間

６
月
～
平
成
29
年
３
月（
予
定
）

受
診
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人 

⑴　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
、
74
歳
ま
で
（
昭
和
16
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
人

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
ほ
か

の
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
を
除
く
）
に
加
入
し
た
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装

着
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
（
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相

談
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
25
・
26
・
27
年
度
（
過

去
３
年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
今
回
の
脳
ド
ッ
ク
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　
４
３
０
人　

自
己
負
担
額　
１
０
、
０
０
０
円 

申
込
締
切
日　
４
月
14
日
㈭
必
着

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課「
脳
ド
ッ
ク
」

係 

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
・

26
・
27
年
度
と
も
応
募
し
、
抽

選
の
結
果
落
選
と
な
っ
た
人
の

受
診
を
優
先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

応
募
者
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。 

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。 

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。 

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係　
　

（
☎
�
９
４
１
０
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及

び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月

あ
た
り
の
保
険
料
は
、
１
６
、２
６

０
円
で
す
。

　

前
納
制
度
・
免
除
制
度
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
所
得
の

少
な
い
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ

れ
る
こ
と
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
が
受
け
ら
れ
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国際交流員コラム

が
１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か

ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度

と
同
じ
年
度
の
も
の
）
又
は
学

生
証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

※　

平
成
27
年
度
に
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

４
月
に
、
は
が
き
形
式
の
申
請

書
が
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

※　

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス　

（
介
護
予
防
）
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護　

整
備
数　
１
ユ
ニ
ッ
ト

開
設
時
期　
平
成
29
年
４
月
以
降

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　皆さん、こんにちは。やっと桜が咲く季節
になりましたね。ずっと前からお花見を楽し
みにしていました。
　去年の４月に私が国際交流員として浜田に
来て、もうすぐ１年になります。この１年を
振り返ってみると、最初は不安でしたが、浜
田の皆さんに温かく接していただいたおかげ
で、ホームシックにならず、安心して充実し
た１年を過ごすことができました。文化講座、
語学講座、学校訪問、料理教室、お祭りでの
出展、翻訳・通訳…「国際交流」という大き
な枠組みの中で、自分の仕事による交流効果
がどのくらいあるのかよく分かりませんが、
ただただ心を込めて、一つひとつの仕事を大
切にしてきました。１年は短いですが、交流
活動によって、少しでも皆さんの心に何か意
味があるものを残せたら幸いです。
　和紙漉き、寿司作り、茶道体験、石見神楽、
しまね海洋館アクアス、石見畳ヶ浦、いつも
の通勤路、よく通うスーパーや飲食店、お世
話になった皆さん…全て大切な思い出です。
　私は旅行が好きなので、日本のいろいろな
場所に行って、現地の雰囲気を感じたり、人

と出会ったり、日本人のマナー・生活習慣・
考え方などをさらに学ぶことができたりして
よかったです。
　この１年で、中日交流の大切さを実感しま
した。日本では、中国の良いところより中国
が抱える問題をよく耳にする人が多いかもし
れません。壮大な景色、多彩な料理、躍進す
る科学技術、数え切れない伝統芸能…中国の
素晴らしさをもっと知っていただきたいです。
機会があれば、ぜひ中国へ遊びにお越しくだ
さい。きっとイメージとは違う中国を発見す
ることができるでしょう。異なる文化が交わ
る中で、伝統や習慣の違いにより不快な思い
がよく生じることもありますが、どこかで「理
解」という名の花も咲くと思います。
　そろそろ任期が終わり、浜田とのお別れの
時期が来ると思うと、本当に名残惜しいです。
この旅立ちの季節に桜の花びらは心を和ませ
てくれるでしょう。
　皆さん、１年間本当にありがとうございま
した。いつかまたお会いできるといいですね。

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
募
集
し
ま
す

旅立ちの季節
浜田市国際交流員　董

と う

　茜
せ ん
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まちかど伝言板

市
営
住
宅

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈮
～
11
日
㈪

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

三
隅
・
弥
栄
）

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
予
定
日　
５
月
初
旬

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

※　

空
室
状
況
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/
　

浜
田
の
五
地
想
も
の
が
た
り
推
進

協
議
会
で
は
、
魅
力
的
な
食
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的

に
、
浜
田
の
食
材
を
活
か
し
て
「
い

い
よ
！
浜
田
」で
１
、４
０
０
円
、「
２

倍
い
い
よ
！
浜
田
」
で
２
、８
０
０

円
の
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理
を
提
供
し

て
も
ら
え
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、
１
、

４
０
０
円
又
は
２
、８
０
０
円
と

す
る
こ
と
（
税
込
み
・
税
抜
き
は

問
い
ま
せ
ん
）。

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
使
用
さ
れ
て
い
る
浜
田
の
食
材
や

料
理
を
、
き
ち
ん
と
お
客
様
に
伝

え
る
こ
と
。

※　

加
盟
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
の
ぼ
り
旗

の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
締
切
日　
５
月
20
日
㈮

応
募
方
法　
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

問　
本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
の

五
地
想
も
の
が
た
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
☎
�
９
５
３
０
）

　

平
成
28
年
度
浜
田
市
美
術
展
で
は
、

昨
年
度
新
設
さ
れ
た
「
現
代
美
術
の

部
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
既
存

の
部
門
を
越
え
た
独
創
的
な
作
品
を

広
く
募
集
し
ま
す
が
、
会
場
や
用
い

る
素
材
な
ど
、表
現
の
制
約
も
あ
り
、

事
前
に
下
見
会
及
び
書
類
選
考
を
実

施
し
た
上
で
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

浜
田
市
美
術
展

開
催
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
10
日
㈷

（
全
部
門
共
通
）

現
代
美
術
部
門
下
見
会

　

下
見
会
で
、
会
場
や
応
募
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
応

募
を
検
討
す
る
人
は
必
ず
下
見
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
す
る
場

合
は
、
５
月
12
日
㈭
ま
で
に
世
界
こ

ど
も
美
術
館
（
☎
�
８
４
５
１
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
15
日
㈰
・
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　
実
際
に
展
示
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
を
見
て
い
た
だ
き
、
出
品
作
品

の
構
想
や
概
要
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
美
術
館
職
員
か
ら
会
場
使
用

や
表
現
方
法
の
条
件
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

※　

下
見
会
終
了
後
、
応
募
す
る
場

合
は
、
出
品
作
品
説
明
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
締
切
日　
６
月
３
日
㈮

※　
「
書
」「
絵
画
」「
写
真
」「
自
由

作
品
」
部
門
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

問　
本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
園
児
と
の

交
流
や
誕
生
会
を
し
ま
す
。
園
舎
・

園
庭
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
美
川
子
育
て
広

場
と
の
合
同
企
画
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
20
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
美
川
幼
稚
園

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園

（
☎
�
０
１
８
５
）

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港
４

号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
３
月
建
築
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

募集概要
募集箇所 面積 使用料

（１か月）附属設備 使途

１階
（仲買売場）

１マス20㎡
（5ｍ×4ｍ）

33,000円
／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

２階
（事務室）

１室42.5㎡
（5ｍ×8.5ｍ）

55,000円
／室

電気・
水道設備 事務所など

※　空き室状況など、ご不明な点はお問い合わせください。

募

集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

浜
田
の
ご
ち
そ
う
食
べ
よ
う
会

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理

提
供
加
盟
店
募
集

浜
田
市
美
術
展

現
代
美
術
部
門
下
見
会

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会

参
加
者
募
集

公
設
水
産
物
仲
買
売
場

使
用
者
募
集
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さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
浜
田
魚
商
協
同

組
合
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

申　
浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問　
浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

本
庁
水
産
振
興
課
漁
港
活
性
化
室

（
☎
�
９
５
２
８
）

日　
４
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

お
題　
「
野
」

※　

お
題
は
「
野の

」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
野
」
の
文
字
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
視し

野や

」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
上
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20

日
㈫
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
【
〒
１
０
０
‐
８

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」】

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

　

様
々
な
喪
失
体
験
か
ら
生
じ
る
グ

リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
を
抱
え
る
人
た
ち

と
、
生
と
死
・
喪
失
を
巡
る
問
題
を

共
に
学
び
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
す
る
会

で
す
。

日　
４
月
９
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁

植
田
さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
９
６
６
）

岩
井
さ
ん
（
午
後
５
時
以
降
）

（
☎
０
８
０
‐
８
２
３
６
‐
１
６

９
２
）

Em
ail:houen2012@

gm
ail.com

　

就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、就
業
相
談
会（
移
動
ナ
ー

ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
13
日
㈬
・
５
月
11
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
）
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格　
４
月
１
日
現
在
で
、
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
及
び

平
成
28
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

・
郵
送
・
持
参

４
月
１
日
㈮
～
５
日
㈫

第
一
次
試
験　
５
月
15
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

（
☎
�
０
７
７
０
）

介
護
福
祉
士
実
務
者
養
成
科（
川
本
）

　

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
「
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
」
で
す
。

①
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
実
技
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

②
「
た
ん
の
吸
引
」「
経
管
栄
養
の

方
法
」
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し
て
活

躍
で
き
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
５
月
上
旬

検
定
場
所　
川
本
合
同
庁
舎
５
０
１

会
議
室

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

定　
10
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
２
７
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

訓
練
期
間

５
月
24
日
㈫
～
11
月
22
日
㈫

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

申
込
締
切
日　
５
月
上
旬

申
込
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
の
上
、
入
校
願
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
３
５
２
６
）

　

点
訳
・
朗
読
の
知
識
や
技
術
を
習

得
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
利
用
す
る
点
字
図
書
や
、
録
音
図

書
・
雑
誌
を
作
る
奉
仕
員
を
養
成
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
・
朗
読
奉
仕
を
希
望
す

る
65
歳
未
満
の
人
で
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
講
習
会
終

了
後
に
継
続
し
て
活
動
で
き
る
人

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
４
月
14
日
㈭
～
平
成
29
年
３
月

２
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
23
回
）

午
前
10
時
～
正
午

料　
１
、
０
８
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
４
月
14
日
㈭
～
平
成
29
年
２
月

９
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
22
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料　
８
６
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

共
通

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修

室
申
込
締
切
日　
４
月
13
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

14
日
㈭
、
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
３
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
29
年
歌
会
始
の

詠
進
歌
募
集

相

談

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳ほ

う

縁え
ん

定
例
会

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

資
格
・
試
験

海
上
保
安
官

西
部
高
等
技
術
校

公
共
職
業
訓
練
生

教
室
・
講
座

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

養
成
講
習
会

　

　



広報はまだ：平成28年４月号　　　36

平成28年度　浜田公民館主催事業各種教室　　　　　　　　　　　　　　　　　申・問　浜田公民館（☎�９３５８）

教室名 日時 定員 会費及び材料費・教材費 開講日

囲碁お楽しみ会 第２水・金曜日
第４水曜日 9:00～16:00 － 無料

４月
８日㈮

将棋を楽しむ会 第２・４日曜日 10:30～12:30 － 無料 24日㈰

３Ｂ体操 第１・３土曜日 10:00～11:30 25 年会費　　　　　　　5,000円
（道具のない人は道具代が別途必要）

５月

７日㈯

木目込み人形 第２水曜日 13:30～16:00 30 年会費　　　　　　　1,000円
（初回材料代　　　　1,500円） 11日㈬

ヨーガ教室 第２・４金曜日 13:30～15:00 20 年会費　　　　　　　5,000円 13日㈮

絵手紙教室 第２土曜日 9:30～11:30 20 年会費　　　　　　　5,000円 14日㈯

ヤング料理 第３月曜日 18:30～21:00 20 年会費・材料代　　11,000円 16日㈪

筆ペン教室
第４月曜日

9:30～11:30 30 年会費・教材費　　　8,000円
23日㈪

ペン習字 14:00～16:00 20 年会費・教材費　　　8,000円

男の料理 第４水曜日 18:30～21:00 20 年会費・材料代　　11,000円 25日㈬

料理教室 第３木曜日 10:00～13:00 20 年会費・材料代　　11,000円 26日㈭

ほのぼの学級 第４金曜日 9:00～12:00 30 年会費　　　　　　　1,000円
毎月１回（教材費は別） 27日㈮

申込方法　電話・ＦＡＸ又は直接窓口で申し込んでください。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

～
は
じ
め
の
一
歩
～

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？

ど
う
い
う
活
動
を
す
る
の
？
と
疑
問

に
思
わ
れ
て
い
る
人
、
お
話
を
聞
き

に
来
ま
せ
ん
か
。

日　
４
月
16
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館

講
師　
野
上
明
子
さ
ん
（
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
マ
リ
ン

ト
ー
ク
の
会
会
長
）

定　
15
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
13
日
㈬

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

～
ニ
ュ
ン
が
紹
介
す
る

ベ
ト
ナ
ム
の
代
表
的
な
料
理
～

　

ベ
ト
ナ
ム
の
代
表
的
な
料
理
（
ベ

ト
ナ
ム
風
お
好
み
焼
き
・
生
春
巻
き
・

タ
ピ
オ
カ
の
デ
ザ
ー
ト
）
を
国
際
交

流
員
の
ニ
ュ
ン
・
グ
ェ
ン
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　
４
月
23
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
石
見
公
民
館
調
理
室
・
和
室

定　
15
人

料　
５
０
０
円
（
会
員
２
５
０
円
）

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

未
就
学
児　

無
料

申
込
締
切
日　
４
月
21
日
㈭

ニ
ュ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
語
講
座

　

国
際
交
流
員
の
ニ
ュ
ン
・
グ
ェ
ン

さ
ん
と
ベ
ト
ナ
ム
語
や
ベ
ト
ナ
ム
の

文
化
を
楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日　
４
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
・
５
月

９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30

日
㈪
・
６
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・

20
日
㈪
・
27
日
㈪
（
全
10
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
15
人

料　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈮

共
通

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
新

入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
の
魅

力
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
高
校
３
年

生
練
習
時
間　
毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
30
分

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
い
ず
れ

か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

練
習
場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
氏
名
・
学

年
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
【
〒
６
９
７

‐
０
０
２
４　

浜
田
市
黒
川
町
４

１
７
５
】

問　
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

真
田
節
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３

１
７
３
‐
６
８
８
０
）

　

浜
田
市
の
特
産
果
樹
で
あ
る
「
西

条
柿
」
は
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
産
地
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
将
来
的
に
出
荷
を
目
的

と
し
た
栽
培
を
目
指
す
人
を
育
成
す

る
た
め
の
栽
培
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
～
12
月（
年
８
回
程
度
）

※　

平
日
に
開
催
し
ま
す
。
第
１
回

は
、
５
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

場　
三
隅
町
東
平
原

※　

現
地
ま
で
の
交
通
手
段
の
確
保

を
条
件
と
し
ま
す
。

内
容　
西
条
柿
栽
培
に
つ
い
て
の
講

義
と
実
習

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈭

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
農
林
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
５
０
０
）

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室
・
語
学
教
室

石
央
文
化
ホ
ー
ル

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
40
期
生

西
条
柿
栽
培
講
座

　

　

　



37　　　広報はまだ：平成28年４月号

　

ペ
タ
ン
ク
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
興

味
の
あ
る
人
、
初
心
者
の
人
を
対
象

に
基
本
ル
ー
ル
や
試
合
方
法
な
ど
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
26
日
㈫

午
前
９
時
～
正
午

場　
国
府
公
民
館

料　
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
19
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
ペ
タ
ン
ク
・
ブ
ー

ル
連
盟　

田
畑
鉄
男
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
０
４
７
１
）

　

浜
田
市
室
内
プ
ー
ル
改
修
工
事
が

完
了
し
、
６
月
１
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
―
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
随
時
入
校
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
３
歳
以
上

受
付
開
始
日　
４
月
１
日
㈮
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
�
０
２
３
０
）

http://ham
ada-suiren.or.jp/

開
設
期
間

５
月
10
日
㈫
～
10
月
21
日
㈮

受
付
開
始
日　
４
月
９
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

※　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

教室名 曜日 時間 対象 定員 参加料 開講日
（５月）

ジ
ュ
ニ
ア

キッズ広場 火 15:20～16:20 幼児年中（H23.4月
～H24.3月生) 15 2,500円

10日
体操競技クラブ 火・水 16:30～18:30 小学生

（実技認定者） 24 4,000円 
（週２回課程）

キッズ体操
水

15:20～16:20 幼児年長（H22.4月
～H23.3月生) 25

2,500円

11日
ジュニアバドミントン 17:00～18:30 小学校４～６年生 30
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生 60

12日体操
17:00～18:30

小学生 45
ジュニア卓球 小学校４～６年生 30
ジュニアテニス 金 17:00～18:30 小学校４～６年生 20 13日

一
般

のびやか３Ｂ体操

火

10:00～11:30

一般
30

5,200円

10日

だれでもソフトテニス 10:00～12:00
ステップ体操【新規】 13:00～14:30 20
卓球・ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 50
軽スポーツ 14:00～15:30 50歳以上 30

ソフトテニス（夜） 19:00～20:50 中学生以上 60
中高2,500円
大学4,200円 
一般5,200円

フォークダンス（昼）【新規】

水

13:00～15:00
一般

40

5,200円

11日
フォークダンス（夜） 19:00～20:50

テニス（水） 19:00～20:50 中学生以上
中高2,500円 
大学4,200円 
一般5,200円

ヨガ（木）

木

10:00～11:30
一般 20

5,200円

12日

ソフトテニスクラブ 10:00～12:00
女性軽スポーツ 13:30～15:00 一般女性 40

介護予防体操 19:00～20:30 高校生以上 20
高校2,500円 
大学4,200円 
一般5,200円

バドミントン

19:00～20:50

中学生以上 50
中高2,500円 
大学4,200円 
一般5,200円

トランポリン※１ 小学生以上 25
小中高2,500円 

一般5,200円 
親子6,200円

テニス（金）

金

10:00～12:00

一般 20 5,200円

13日

はじめてのバドミントン【新規】 13:30～15:30
フィットウォーク 14:00～15:30
ヨガ（金） 19:00～20:30

卓球・ラージボール卓球（金）
19:00～20:50

中学生以上 50
中高2,500円 
大学4,200円 
一般5,200円

レクリエーションバレークラブ
一般

40
5,200円

ソフトバレーボールクラブ【新規】 20
※１　小学生の参加には保護者の付き添いが必要です。　

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ペ
タ
ン
ク
初
心
者
向
け

講
習
会

平
成
28
年
度

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　　

　



広報はまだ：平成28年４月号　　　38

浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

祭り会場

　

武
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
・
体

力
向
上
と
参
加
者
相
互
の
交
流
を
目

的
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設

し
ま
す
。

開
設
期
間

５
月
10
日
㈫
～
９
月
29
日
㈭

料　
一
般　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

６
、
２
０
０
円

受
付
開
始
日　
４
月
９
日
㈯

午
後
１
時
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

教室名 曜日 時間 対象 定員 開講日
（５月）

剣道 火・木 18:30～20:00 小中学生 60人 10日

ＹＤ（やればできる）教室
（レクリエーションスポーツ）

水
10:00～11:30

一般
（大学生以上）

20人

11日レクリエーションスポーツ
ラージボール卓球 13:30～15:30 40人

柔道 水・金 18:30～20:00 幼児～中学生 60人

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ
木

10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者

30組
60人 12日

レスリング 18:30～20:00 幼児～中学生 30人

フレッシュアップ３Ｂ

金

9:30～11:00 一般
（大学生以上） 30人

13日
気功・太極拳（昼） 13:30～15:00

居合道
18:30～20:00 小学校４年生

～中学生 10人

18:30～20:30 高校生以上 20人

気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00 一般
（大学生以上） 30人 14日

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生

以
上

日　
毎
週
木
・
土
曜
日

木
曜
日

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

土
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

場　
三
階
小
学
校
体
育
館

料　
年
会
費　

１
２
、
０
０
０
円

保
険
料　
　
　
　

８
０
０
円

申
・
問　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

　

教
室
で
は
、
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
島
根
県

立
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

基
本
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出

場
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
先
着
50
人

料　
半
期
４
、
０
０
０
円
（
前
期
４

月
～
９
月
・
後
期
10
月
～
３
月
）

※　

任
意
で
年
間
８
０
０
円
の
ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
練
習
日
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
練
習
日
に
会
場

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※　

体
験
教
室
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
出
可
）・
運
動
し
や
す
い
服

装
・
飲
物
・
帽
子
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

河
上
康
斉
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
３
‐
０
９
１
３
）

E
m

a
il:k

a
w

a
k

a
m

i.ten
n

is@
docom

o.ne.jp

　

推
定
樹
齢
６
７
０
年
の
国
の
天
然

記
念
物
「
三
隅
大
平
桜
」
で
春
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。
特
産
品
販
売
や
石

見
神
楽
の
上
演
を
行
い
ま
す
。

日　
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
大
平
桜
周
辺
（
三
隅
町
矢
原
）

問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
３
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

※　

駐
車
場
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎

前
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ト
イ
レ
は
、
市
役
所
本
庁
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ご
み
の
放
置
や
散
乱
が
目
立
つ

場
合
は
、
来
年
度
以
降
の
公
道
利

用
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

（
☎
�
０
５
６
３
）

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
枝
や
、
竹
・
菜

の
花
な
ど
春
を
感
じ
さ
せ
る
草
花
が

飾
ら
れ
、
野
点
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

大
平
桜
ま
つ
り

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り

第
24
回
夜
桜
茶
会
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の
中
、
抹
茶
と
和
菓
子
が
楽
し
め
ま

す
。

日　
４
月
９
日
㈯

午
後
５
時
～
８
時

※　

10
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
、
庭
園
を
開
放
し
ま
す
。

場　
今
福
公
民
館

料　
お
茶
券　

大
人　
　

５
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

問　
今
福
公
民
館

（
☎
�
２
０
８
３
）

　

今
年
度
も
三
宮
神
社
を
主
会
場
と

し
た
浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演
を
開

催
し
ま
す
。
市
内
の
各
石
見
神
楽
社

中
が
、
毎
回
趣
の
あ
る
石
見
神
楽
を

上
演
し
ま
す
。

主
会
場

開
催
期
間　
４
月
～
平
成
29
年
３
月

の
土
曜
日
（
旭
会
場
開
催
期
間
を

除
く
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　
三
宮
神
社
（
相
生
町
）

旭
会
場

開
催
期
間　
９
月
10
日
㈯
～
11
月
19

日
の
土
曜
日

午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

場　
あ
さ
ひ
荘
（
旭
町
木
田
）

共
通

料　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

問　
本
庁
観
光
交
流
課
石
見
神
楽
係

（
☎
�
９
５
３
１
）

浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

日
頃
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古
典

芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、
登

場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み
方

の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。
今

回
は
、
源
義
経
と
弁
慶
一
行
の
劇
的

な
逃
避
行
を
取
材
し
た
「
安
宅
」
の

意
訳
付
き
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

歌
舞
伎
十
八
番
「
勧
進
帳
」
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
な
る
人
気
曲
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日　
４
月
10
日
㈰

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
料　
無
料

※　

謡
本
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
観か

ん

世ぜ

流り
ゅ
う

青せ
い

謳お
う

会か
い　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

昭
和
23
年
に
藤
陰
流
若
藤
会
を
設

立
し
、
今
年
で
70
年
を
迎
え
る
の
を

機
に
、
日
頃
精
進
し
て
い
る
日
本
の

伝
統
あ
る
古
典
舞
踊
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
ま
す
。

日　
４
月
17
日
㈰

開
演　
午
後
０
時
30
分
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
２
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

問　
若
藤
会　

藤
陰
定
香
さ
ん

（
☎
�
０
２
５
５
）

　

春
の
う
ら
ら
か
な
１
日
、
グ
リ
ー

ン
に
白
球
を
打
ち
、
楽
し
く
爽
快
な

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

収
益
金
は
、
子
育
て
支
援
・
青
少

年
教
育
援
助
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

日　
４
月
24
日
㈰

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
８
０
０
円

メ
ン
バ
ー　

１
０
、
５
０
０
円

※　

参
加
費
・
食
事
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎

�
１
１
１
１
・
▢ＦＡＸ
�
１
１
１
４
）

問　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

島
田
ひ
と
み
さ
ん
（
☎
�
２
６
２

２
・
▢ＦＡＸ
�
２
６
３
２
）

　

大
辻
町
や
高
田
町
界
隈
で
消
え
た

地
名
町
名
や
通
り
を
探
す
街
角
探
検

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
街
で
面
白
い
観
察
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

※　

雨
で
中
止
し
た
１
月
企
画
の
再

実
施
で
す
。

日　
４
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

自
衛
隊
音
楽
隊
の
美
し
い
音
色
、

迫
力
の
あ
る
演
奏
、
地
元
高
校
生
の

熱
演
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
24
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
自
衛
隊
音
楽
隊
及
び
地
元
高

校
生

料　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※　

整
理
券
は
、
市
役
所
本
庁
及
び

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演

古
典
の
謡よ

み
聞
か
せ

第
10
回
「
安あ

た

か宅
」

藤
陰
貞
香
師
籍
70
年
記
念

藤
陰
流
舞
踊
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

第
８
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
１
６
３
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
in
は
ま
だ

有

料

広

告
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「
そ
の
日　

浜
田
は
江
戸
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
、
城
下
町
浜
田
を
表
象

す
る
大
名
行
列
が
各
商
店
街
を
練
り

歩
き
ま
す
。

日　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予

定
）

※　

当
日
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
順

延
は
し
ま
せ
ん
。

場　
栄
町
か
ら
浜
田
駅
前
銀
天
街
ま

で
の
商
店
街

※　

大
名
行
列
・
子
ど
も
奴
・
パ
レ
ー

ド
は
、
栄
町
を
正
午
に
出
発
予
定

で
す
。

※　

市
民
の
楽
市
の
開
催
時
間
は
、

商
店
街
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
・
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
「
デ
ュ

オ
・
ア
フ
ェ
ッ
テ
ィ
」
に
よ
る
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の
人

も
、
小
さ
い
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
も

一
緒
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日　
４
月
30
日
㈯

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

演
奏
者　
デ
ュ
オ
・
ア
フ
ェ
ッ
テ
ィ

（
フ
ル
ー
ト
・
杉
本
さ
え
み
さ
ん

／
バ
イ
オ
リ
ン
・
中
山
ゆ
き
子
さ

ん
）

ピ
ア
ノ
伴
奏　
布
施
啓
枝
さ
ん

曲
目　
愛
の
挨
拶
・
ト
リ
ッ
チ
ト
ラ

ッ
チ
ポ
ル
カ
・
め
ぐ
り
あ
い
ほ
か

料　
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

高
校
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

商
船
三
井
客
船
が
運
航
す
る
「
に

っ
ぽ
ん
丸
」
が
、
５
月
に
浜
田
港
に

寄
港
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
事
前
の
申
込
み
に
よ
り

船
内
の
見
学
が
で
き
る
ほ
か
、
出
港

時
に
浜
田
港
埠
頭
か
ら
客
船
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

見
学
を
す
る
に
は
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
（
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）。

日　
５
月
２
日
㈪

船
内
見
学
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

集
合
時
間　
午
後
１
時

見
学
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

集
合
場
所　
浜
田
港
福
井
埠
頭
北
側

通
用
口

定　
50
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
４
月
12
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
０
０
６

２　

浜
田
市
熱
田
町
２
１
３
５
‐

２　

浜
田
港
湾
振
興
セ
ン
タ
ー　

に
っ
ぽ
ん
丸
船
内
見
学
係
あ
て

【
往
信
裏
面
】
見
学
希
望
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※　

１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
で
き
ま

す
。

※　

２
人
分
の
応
募
を
す
る
場
合
は
、

全
員
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

上
、
結
果
を
全
員
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※　

船
内
は
階
段
を
使
用
す
る
箇
所

が
あ
り
ま
す
。

埠
頭
か
ら
の
見
学
（
申
込
不
要
）

見
学
時
間　
午
後
４
時
～
５
時

集
合
場
所　
浜
田
港
福
井
埠
頭
北
側

通
用
口

※　

詳
し
く
は
、
浜
田
港
湾
振
興
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
ham

adakokanri/

問　
浜
田
港
湾
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
０
８
２
）

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
で
は
、
毎
年
恒

例
の
春
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
神
楽
や
田
ば
や
し
の
上
演
、

弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
販
売
、
弥
栄
の
う

ま
い
も
ん
市
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日　
５
月
４
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

平
成
27
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
・
古
写
真
・
古

書
籍
・
古
文
書
な
ど
約
３
５
０
点
の

貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

日　
４
月
５
日
㈫
～
７
月
８
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

２
０
１
６
浜
っ
子
春
ま
つ
り

石
央
文
化
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
浜
田
」登
録
記
念

ク
ル
ー
ズ
客
船「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

船
内
見
学

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

有

料

広

告
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第
12
回
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
杯

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

島
根
・
広
島
か
ら
約
１
０
０
人
の

選
手
が
出
場
し
ま
す
。
華
麗
な
演
技

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

終
日
一
般
滑
走
は
で
き
ま
せ
ん
。

日　
５
月
１
日
㈰

料　
無
料

休
館
日　
毎
週
水
曜
日

問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

Ｇ
Ｗ
（
４
月
27
日
㈬
～
５
月
９
日

㈪
）
は
、
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

特
別
展

深
海
の
世
界

　

深
海
の
世
界
を
ア
ク
ア
ス
館
内
で

表
現
し
ま
す
。
深
海
の
環
境
・
生
態

系
・
不
思
議
な
ど
の
紹
介
や
、
人
類

の
深
海
へ
の
挑
戦
も
紹
介
。
有
人
潜

水
調
査
船
「
し
ん
か
い
６
５
０
０
」

の
レ
プ
リ
カ
展
示
も
あ
り
ま
す
。

日　
４
月
27
日
㈬
～
９
月
19
日
㈷

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

４
月
19
日
は
４し

い

く
１
９
の
日
！

　

ア
ク
ア
ス
で
飼
育
体
験
を
し
て
み

よ
う
。

対
象　
当
日
入
館
し
て
い
る
人

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
４
月
１
日
㈮

http://w
w

w
.aquas.or.jp/

体
験
イ
ベ
ン
ト
１

イ
ル
カ
プ
ー
ル
お
掃
除
体
験

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
プ
ー
ル
掃
除
を
し

て
み
よ
う
。
生
き
物
が
間
近
で
見
ら

れ
る
か
も
。

日　
４
月
16
日
㈯

午
後
０
時
45
分
～
（
約
45
分
）

定　
先
着
20
人

※　

幼
児
は
、
見
学
の
み
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
２

ペ
ン
ギ
ン　
プ
チ
飼
育
体
験

　

ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
員
の
仕
事
を
体

験
し
よ
う
。

対
象　
小
・
中
学
生
（
保
護
者
は
観

覧
通
路
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

日　
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

午
後
３
時
～
（
約
60
分
）

定　
各
日
先
着
６
人

体
験
イ
ベ
ン
ト
３

サ
メ
が
ぶ
り
ん
ち
ょ
体
験

　

サ
メ
に
エ
サ
を
あ
げ
た
り
、
触
っ

た
り
し
て
み
よ
う
。

日　
４
月
17
日
㈰

午
後
３
時
15
分
～
（
約
45
分
）

定　
先
着
30
人

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

日　
４
月
11
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時

対
象　
未
就
学
児
（
０
～
１
歳
）
と

保
護
者

日　
４
月
25
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時

対
象　
未
就
学
児
（
２
～
５
歳
）
と

保
護
者

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
日
先
着
20
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
マ
リ
メ
ッ
コ
展
‐
デ
ザ
イ

ン
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
」

　

北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す

る
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
、マ
リ
メ
ッ
コ
。

そ
の
60
年
に
わ
た
る
歴
史
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
、
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
（
布
地
）
や
ド
レ
ス
・
写
真
・

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
２
０
０
点
以
上
の
作

品
で
紹
介
し
ま
す
。

日　
４
月
23
日
㈯
～
７
月
11
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
（
５
月
３
日

㈷
は
開
館
）

場　
石
見
美
術
館
Ｄ

料
一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル　

Forever

　Plaid　

フ
ォ
ー

エ
ヴ
ァ
ー
プ
ラ
ッ
ド2016

　

川
平
慈
英
、
長
野
博
、
松
岡
充
、

鈴
木
壮
麻
、
４
人
の
出
演
者
が
お

贈
り
す
る
抜
群
に
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
、楽
し
く
や
ん
ち
ゃ
な
会
話
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
か
し
い
振
付
と
、
４

人
の
音
楽
へ
の
情
熱
に
溢
れ
た
心
温

ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

日　
５
月
１
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

Ｓ
席　

一
般　
　
　

６
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員
５
、
７
０
０
円

Ａ
席　

一
般　
　
　

４
、
５
０
０
円

友
の
会
会
員
４
、
３
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
４
月
24
日
㈰
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

斉
藤
和
義　LIVE

　TOUR

　2015-2016

「
風
の
果
て
ま
で
」

　

６
か
月
に
わ
た
る
斉
藤
和
義
の
全

国
ツ
ア
ー
、グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演
決
定
。

日　
５
月
29
日
㈰

開
場　
午
後
５
時

開
演　
午
後
５
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

一
般　

６
、
５
０
０
円

※　

３
歳
未
満
の
子
ど
も
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
公
演
に
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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地
位
や
名
声
を
拒
み
、
絵
を
通
し

て
生
涯
美
し
い
も
の
の
中
に
生
き
た

画
家
・
石
本
正
（
１
９
２
０
～
２
０

１
５
）。

　

75
年
に
も
及
ぶ
画
家
人
生
に
お
い

て
、
彼
は
舞
妓
や
裸
婦
・
花
・
鳥
・

風
景
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
対
象
を
描

き
な
が
ら
、
世
事
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
独
自
の
「
美
」
を
求
め
る
姿
勢

を
貫
き
通
し
ま
し
た
。
胸
を
締
め
付

け
る
ほ
ど
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

「
美
」
へ
近
づ
こ
う
と
す
る
情
熱
。

そ
れ
が
、
彼
の
創
作
姿
勢
の
根
底
に

あ
る
も
の
で
し
た
。
美
の
追
求
に
我

を
忘
れ
、
感
動
に
心
焦
が
し
表
現
し

続
け
ま
し
た
。

　
「
私
は
ト
コ
ト
ン
ま
で
美
し
い
も

の
に
賭
け
た
い
。
美
し
い
も
の
の
中

に
生
き
た
い
。（
中
略
）
一
作
で
い

い
か
ら
真
の
美
を
描
き
た
い
。
描
き

き
っ
た
と
思
わ
な
い
か
ら
ま
だ
捉
え

て
い
な
い
の
だ
。」（「
絵
を
か
く
よ

ろ
こ
び
」
新
潮
社
よ
り
）

　

心
の
眼
に
映
る
「
美
」
を
信
じ
、

ま
る
で
美
を
信
仰
す
る
か
の
よ
う
に

常
に
求
め
続
け
た
画
家
の
画
業
の
全

貌
を
、
代
表
作
の
数
々
と
共
に
紹
介

し
ま
す
。

会
期企

画
展
「
美
の
信
仰
者　
石
本
正
」

６
月
24
日
㈮
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金
で
す
。

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

石本正「牡丹」1999年

≪ギャラリー展示≫
石見の春

４月２日㈯～15日㈮

≪イベント情報≫
おとなのアートサロン
「古布ネックレスづくり」

４月15日㈮　午後１時～３時
定員　20人（要予約）
料金　1,000円
石州和紙でこいのぼりを作ろう

４月30日㈯　午後１時～３時
料金　300円
母の日ワークショップ「ホットケ
ーキの小物ケースをつくろう！」

５月３日㈷　午後１時～３時
定員　20人（要予約）
料金　500円

　開催中のギャラリー展「石見の春」出品作家による創作教室で
す。古布の魅力を気軽に楽しみましょう。
日時　４月15日㈮　午後１時～３時　
講師　阿知波栄子さん・山根節美さん（萬葉の古衣）
定員　20人（要予約）　　料金　1,000円
※　「ほおづきびなセットづくり」（料金1,500円）に変更できます。

　市販のハンドクリームケースにリボンを巻いて、上に粘土のホ
ットケーキなど、かわいいスイーツをトッピング。大切な人への
日頃の感謝の気持ちを込めて作りましょう。
日時　５月３日㈷　午後１時～３時　
講師　琴野和世さん
定員　20人（要予約）　　料金　500円

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎おとなのアートサロン「古布ネックレスづくり」

◎母の日ワークショップ
　「ホットケーキの小物ケースをつくろう！」
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「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
放
送

開
始
50
年
を
記
念
し
て
、
世
界
こ
ど

も
美
術
館
で
は
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
６
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、浜
田
市
内
の
保
育
園
・

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ウ

ル
ト
ラ
作
品
が
皆
さ
ん
を
お
出
迎

え
！　

続
い
て
、
バ
ト
ル
シ
ー
ン
の

ジ
オ
ラ
マ
や
撮
影
小
道
具
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
と
の

撮
影
コ
ー
ナ
ー
や
工
作
コ
ー
ナ
ー
、

ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
参
加
体

験
型
の
要
素
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
作
っ
た
り
、

描
い
た
り
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。中
で
も
、ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー

の
巨
大
ゴ
モ
ラ
は
、
全
長
６
・
６
ｍ

と
迫
力
満
点
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
、
今
も
な

お
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
29
日
㈰
ま
で

日
時　
５
月
３
日
㈷

午
前
10
時
～
・
正
午
～
・
午
後
２

時
～
（
全
３
回
）

場
所　
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
各
先
着
１
０
０
人

※　

当
日
、
展
覧
会
を
観
覧
さ
れ
る

人
を
対
象
に
、
各
回
１
時
間
前
か

ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※　写真はイメージです。
実際に展示する作品と
は異なります。

ゴモラ　Ⓒ円谷プロ

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
バ
ラ
ン
ス
ゲ
ー
ム
》

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
怪
獣
を
描
い
た
ら
、

ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
天
板
か
ら
落
ち
な

い
よ
う
に
乗
せ
て
遊
ぼ
う
。

◎
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ソ
ッ
ク
ス
モ
ン
ス
タ
ー
》

　

靴
下
に
ハ
ギ
レ
な
ど
を
く
っ
つ
け

て
カ
ラ
フ
ル
な
モ
ン
ス
タ
ー
を
作
っ

て
み
よ
う
。

◎
４
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
プ
ラ
板
怪
獣
》

　

大
人
気
の
プ
ラ
板
で
世
界
に
ひ
と

つ
し
か
な
い
怪
獣
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
ろ
う
。

◎
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
自
分
だ
け
の
星
を
つ
く
ろ
う
》

　

ボ
ー
ル
に
粘
土
や
飾
り
を
く
っ
つ

け
て
自
分
だ
け
の
星
を
作
ろ
う
。
ど

ん
な
惑
星
が
で
き
る
か
な
。

◎
４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
へ
ん
て
こ
怪
獣
》

　

フ
リ
ー
ス
や
チ
ュ
ー
ル
な
ど
、

様
々
な
素
材
の
布
や
飾
り
を
使
っ
て

怪
獣
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う
。

◎
４
月
29
日
㈷
・
30
日
㈯

定
員　
各
日
50
人

参
加
費　
１
人
４
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

現
在
開
催
中
の
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
」展
に
あ
わ
せ
て
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
大
人
気
の
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー

ロ
ー
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
の
お
も
ち
ゃ

や
雑
貨
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ソックスモンスター

自分だけの星の
イメージ写真

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.232

有

料

広

告

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
キ
ッ
ズ

　
　
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
６

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン

　
　
　
　
握
手
・
撮
影
会

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内
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中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
11
日
㈪
・
25
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

石
玄
武
岩
に
つ
い
て
、
桑
田
龍
三
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
４
月
23
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん

テ
ー
マ　
浜
田
の
宝　

黄
長
石
霞
石

玄
武
岩

定
員　
50
人

申
込
方
法　
電
話
又
は
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
４
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分

タ
イ
ト
ル　
げ
ん
き
げ
ん
き
ノ
ン
タ

ン　

ス
プ
ー
ン
た
ん
た
ん
た
ん　

（
２
０
１
５
年
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
25
分

タ
イ
ト
ル　
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で

（
２
０
１
１
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
４
月
９
日
㈯
・
24
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
。
ひ
と
味
違
う
世
界
を
ご

体
験
く
だ
さ
い
。

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　
４
月
３
日
㈰

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

定
員　
先
着
20
人
程
度

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
４
月
９
日
㈯

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ

楽
し
い
お
り
が
み
教
室

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
り

が
み
で
遊
び
ま
す
。

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
４
月
６
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

春
の
お
は
な
し
会

日
時　
４
月
２
日
㈯

午
後
２
時
～
２
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
学
生

向
け
の
お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

日
時　
４
月
９
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
絵
本
の
な
ど
の
読
み
語
り

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾
り

付
け
を
行
い
ま
す
。

４
月
の
テ
ー
マ

さ
く
ら
の
丘
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

対
象　
一
般
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時　
毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館

定
員　
20
人

申
込
締
切
日　
４
月
15
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

子
ど
も
読
書
会
の
会
員
は
、
市

内
の
各
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま

す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
標
語

「
四
角
い
本
に　

ま
あ
る
い
心
」

　

４
月
23
日
㈯
は
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
で
す
。
ま
た
、
23
日
㈯
か
ら
５

月
12
日
㈭
ま
で
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」
で
す
。

　

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
今
年
も

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

☆
こ
ど
も
の
読
書
週
間
企
画

「
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
」講
演
会

　

県
天
然
記
念
物
で
あ
る
黄
長
石
霞

☆
利
用
者
情
報
変
更
の
お
願
い

　

図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
な

ど
に
よ
り
、
住
所
や
電
話
番
号
な
ど

登
録
情
報
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

図
書
館
に
忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報こ
ど
も
の
読
書
週
間

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

読
書
会
の
会
員
を

　
　
　
　
　募
集
し
ま
す

図
書
館
利
用
案
内



45　　　広報はまだ：平成28年４月号

　

平
成
27
年
度
は
、
約
３
０
０
本
の

卒
業
研
究
の
中
か
ら
、
担
当
教
員
に

よ
る
22
本
の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
10
本
が
優
秀
賞
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
発
表
会
当
日
に
は
、

優
秀
賞
の
授
賞
式
を
行
い
、
９
人
の

卒
業
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
卒
業
研
究
の
作
成
に

取
り
掛
か
る
本
学
３
年
生
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
全
１
年
生
を
対

象
と
し
て
、
秋
学
期
に
開
講
し
て
い

る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル

ド
・
セ
ミ
ナ
ー
」
の
最
終
プ
ロ
セ
ス

と
な
る
合
同
成
果
発
表
会
を
、
１
月

28
日
㈭
に
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
浜
田
市
内

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
や
、

企
業
・
行
政
関
係
の
皆
さ
ん
な
ど
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
16

ゼ
ミ
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
の
発
表
と
、
来
場
し
た
皆
さ

ん
と
学
生
と
の
質
疑
応
答
が
、
各
ゼ

ミ
の
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
に
は
コ
ン
テ
ス
ト

投
票
を
行
い
、
得
票
数
で
上
位
の
３

ゼ
ミ
、
八
田
ゼ
ミ
・
別
枝
ゼ
ミ
・
田

中
ゼ
ミ
を
「
い
い
ね
！
大
賞
」
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
㈮
、
地
域
振
興
や
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
卒
業
研
究

・
論
文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
学
部
生

５
人
、
大
学
院
生
１
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
卒
業
研
究
及
び
論
文
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
来
場

し
、
熱
心
に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】　
小
暮
里
奈

伝
統
的
工
芸
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
‐
石
州
和
紙
を
事
例
と
し
て
‐

【
浜
田
市
長
賞
】　

長
瀬
歩

浜
田
市
自
転
車
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

の
作
成

【
奨
励
賞
】（
50
音
順
）

〈
学
部
生
〉

井
戸
あ
ゆ
み
・
加
藤
恵
子
・
北
村

幸
穂
・
衣
笠
ち
ひ
ろ
・
久
保
優
輝
・

小
暮
里
奈
・
齋
藤
大
介
・
杉
山
聡
・

高
橋
成
美
・
中
井
喜
一
・
永
嶋
裕

也
・
長
瀬
歩
・
松
林
知
佳
・
湯
川

瑞
基
・
余
村
孝
輔

〈
大
学
院
生
〉

侯
林
珊
・
李
奎

　

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨

励
し
、
学
生
に
よ
る
地
域
交
流
や
地

域
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
１

月
27
日
㈬
、
平
成
27
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
表
彰
と
抽
選
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
表
彰
式
で
は
今
年
度
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
多
く
行
っ
た
上
位

者
を
表
彰
し
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会
で

は
、「
浜
田
市
共
通
商
品
券
」
や
「
石

見
の
う
ま
い
も
ん
セ
ッ
ト
」・「
乗
馬

体
験
」・「
手
す
き
和
紙
体
験
」
な
ど

の
地
元
産
品
や
地
域
で
の
体
験
チ

ケ
ッ
ト
を
対
象
と
し
た
抽
選
会
で
、

大
変
盛
り
上
が
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

本田学長と優秀賞を受賞した学生

ポスターセッションの様子

ボランティアでの体験を語る学生

本田学長、久保田市長と
奨励賞を受賞した学生
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vol.150
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー

ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
合
同
成
果

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を

含
む
優
秀
卒
業
研
究
・
論
文

の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学

生
を
対
象
と
し
た
表
彰
式
と

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,811 19,644 21,845 41,489
金 城 1,914 2,146 2,300 4,446

旭 1,400 1,433 1,515 2,948
弥 栄 685 649 726 1,375
三 隅 2,920 2,988 3,335 6,323
合 計 26,730 26,860 29,721 56,581

人　口（２月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　旭ジョガーズは、地域のジョギング愛好家たちが仲間づくりと健康増進を図る
ために平成５年11月に結成し、今年で23年目を迎えます。
　現在は、中学生から社会人の15人のメンバーで、毎週日曜日の夜に旭公園で練
習に励んでいます。しおかぜ駅伝などの県内外のローカルな駅伝大会に出場して
おり、昨年は「宍道湖一周駅伝」の２部で６位入賞、今年も第１回山陰浜田港マ
リン大橋リレーマラソンで総合２位の成績を収めました。また、地域のスポーツ
活動の支援やスポーツ指導者の育成にも取り組み、地域の皆さんがスポーツに親
しむ機会を増やす環境づくりに努めています。
　代表の吉岡哲志さんは、「走ることは年齢や性別に関係なく、みんな一緒に楽
しめるスポーツです。１人より、みんなで走ることで一定のリズムを保つことが
でき、楽しく走ることができます。駅伝は皆で力を合わせて頑張ることで、楽し
い思い出をつくることができ、みんなの絆でゴールしたときは満ち足りた気分に
なる素晴らしいスポーツです」と話されていました。

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
〒697‒8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855‒22‒2612（代表）
▢ＦＡＸ0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

金城支所
☎42‒1234

旭支所
☎45‒1234

弥栄支所
☎48‒2111

三隅支所
☎32‒2800

旭ジョガーズ（旭）


